
特　集

2017
（平成 29 年）

７
No.761

【 写真 】『人権の花』贈呈式（６月６日：松浦小学校）

特
　
集

友
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流
30
年
の
あ
ゆ
み

　
　
　
　
〜
伊
万
里
市
民
訪
問
団
が
中
国
大
連
市
を
訪
問
〜

昭和 42 年６月１日に貿易港として国の開港指定を
受けた伊万里港は、今年で開港 50 周年を迎えました
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半世紀の発展の歴史と未来への希望
伊万里港開港 50 周年タイムカプセルを開封

や
当
時
の
市
の
担
当
者
、
塚
部
芳

和
市
長
な
ど
が
出
席
。
カ
プ
セ
ル

が
取
り
出
さ
れ
る
と
、
出
席
者
か

ら
歓
声
が
あ
が
り
、
中
か
ら
は
伊

万
里
市
史
や
式
典
当
日
の
新
聞
、

同
年
に
発
生
し
た
水
害
の
記
録
資

料
な
ど
が
次
々
に
取
り
出
さ
れ
ま

し
た
。
出
席
者
は
興
味
深
く
眺
め

な
が
ら
、
当
時
の
思
い
出
な
ど
を

語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
０
歳
で
立
会
人
の
大
川
内

新
さ
ん
（
松
浦
町
）
は
、「
と
て
も

感
慨
深
い
。
次
の
50
年
に
向
け
て

ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

願
い
ま
す
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
カ
プ
セ
ル
は
現
在
、
市
民

図
書
館
で
展
示
・
公
開
し
て
い
ま
す
。

↑ 50 年の時の流れと歴史の重みを感じます

　
伊
万
里
港
が
外
国
と
貿
易
が
可

能
と
な
る
国
の
開
港
指
定
を
受
け

て
50
年
を
迎
え
た
６
月
１
日
、
山

代
町
久
原
の
開
港
記
念
碑
の
前
で

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
式
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
42

年
（
１
９
６
７
年
）
10
月
22
日
に

開
催
さ
れ
た
『
伊
万
里
港
開
港
指

定
記
念
式
典
』
の
際
に
、
開
港
記

念
碑
の
石
段
の
下
に
埋
設
し
た
も

の
で
す
。
記
念
碑
に
は
50
年
後
の

２
０
１
７
年
６
月
１
日
に
、
時
の

市
長
と
開
港
指
定
時
に
誕
生
し
た

８
人
が
立
ち
会
い
の
上
で
開
封
す

る
こ
と
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
封
式
に
は
、
記
念
碑
に
名
前

が
記
さ
れ
た
立
会
人
と
そ
の
家
族

昭和 42 年 10 月 22 日の開港指定記念式典の様子
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今月の表紙
色とりどりの花苗を植
える子どもたち。６月
６日、松浦小学校で『人
権の花』贈呈式があり
ました。苗を傷つけな
いようにとちょっと緊
張した表情。１年生か
ら６年生まで協力して、
きれいなプランターが
できました。【９ペー
ジに関連記事を掲載】
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特 集 

友好交流 30 年のあゆみ
〜伊万里市民訪問団が中国大連市を訪問〜

● 問合先　国際戦略室（☎㉒７０４６）

　
伊
万
里
市
と
中
国
大
連
市
の
友

好
交
流
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
今
年

で
30
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　『
10
年
、
偉
大
な
り
』、『
20
年
、

恐
る
べ
し
』、『
30
年
、
歴
史
に
な

る
』、『
50
年
、
神
の
ご
と
し
』。

　
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い

た
中
国
の
格
言
が
あ
り
ま
す
。
日

本
に
も
、『
継
続
は
力
な
り
』
と
い

う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、
友

好
的
な
関
係
は
、
一
朝
一
夕
に
作

り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
両
市
が
行
っ
て

き
た
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
に
よ
っ
て

『
歴
史
』
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
友
好
交
流
30
周
年
を
記
念

し
、
総
勢
59
人
の
市
民
訪
問
団
が
、

５
月
20
日
か
ら
23
日
（
※
）
に
か

け
て
大
連
市
を
訪
れ
、
交
流
行
事

や
文
化
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
30
年
の
交
流
の
歴
史
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
訪
問
団
の
交
流
活

動
の
紹
介
な
ど
を
通
し
て
、
次
代

を
見
据
え
た
こ
れ
か
ら
の
両
市
の

関
係
と
相
互
発
展
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

（
※
）
途
中
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
大
連

コ
ー
ス
の
団
員
は
23
日
に
帰
国
。

大
連
・
西
安
コ
ー
ス
の
団
員
は
22

日
に
西
安
に
移
動
、
24
日
に
帰
国
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■
交
流
の
始
ま
り

　
伊
万
里
市
と
大
連
市
と
の
交
流

の
始
ま
り
は
、
１
９
８
７
年
８
月
。

当
時
の
竹
内
通
教
伊
万
里
市
長
を

団
長
と
す
る
『
伊
万
里
市
経
済
交

流
中
国
視
察
団
』
が
、
中
国
の
港

湾
な
ど
の
実
情
視
察
や
経
済
交
流

の
可
能
性
の
調
査
を
す
る
た
め
、

大
連
市
を
は
じ
め
と
す
る
６
都
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ

頃
、
大
連
市
か
ら
著
名
な
書
道
家

で
あ
る
于う

植
し
ょ
く

元げ
ん

さ
ん
を
団
長
と
す

る
教
育
視
察
団
が
伊
万
里
市
を
訪

問
。
こ
の
相
互
交
流
か
ら
両
市
の

交
流
が
始
ま
り
、
そ
の
時
々
の
時

勢
に
合
わ
せ
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
交
流
を
進
め
て
い
こ
う
と
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
１
９
８
８
年
10
月
に
は
、
大
連

市
か
ら
太
極
拳
の
指
導
者
・
劉
り
ゅ
う

偉い

さ
ん
を
招
き
、
１
か
月
に
わ
た
り

市
内
各
所
で
講
習
会
を
開
催
。
熱

心
な
指
導
を
行
い
、
約
６
０
０
０

人
の
市
民
が
受
講
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
『
伊
万
里

市
武
術
太
極
拳
連
盟
』
が
結
成
さ

れ
、
26
年
に
わ
た
り
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

■
各
種
研
修
生
の
受
け
入
れ

　
１
９
８
９
年
２
月
、
大
連
市
か

交
流
の
歴
史

ら
の
縫
製
技
術
研
修
生
の
受
け
入

れ
を
皮
切
り
に
、
梨
栽
培
技
術
、
牛

肥
育
技
術
な
ど
の
研
修
生
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
９
９
１

年
４
月
に
は
、
第
１
期
公
務
研
修

生
を
受
け
入
れ
。
以
降
も
受
け
入

れ
は
続
き
、
現
在
18
人
目
と
な
る

李り

瑩え
い

さ
ん
が
市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な

研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

↑市民体育祭での劉偉さんの太極拳模範演舞↑公務研修生受け入れ開始

１
９
８
７
年
８
月
　
相
互
訪
問
に
よ

り
伊
万
里
市
と
大
連
市
の
交
流
開
始

１
９
８
８
年
10
月
　
大
連
市
か
ら
太

極
拳
指
導
者
・
劉
り
ゅ
う

偉い

さ
ん
を
招
し
ょ
う

聘へ
い

。

１
か
月
間
に
わ
た
り
市
内
で
指
導

１
９
８
９
年
２
月
　
大
連
市
か
ら
縫

製
技
術
研
修
生
を
受
け
入
れ
。
以
後
、

各
種
研
修
生
を
受
け
入
れ
る

１
９
８
９
年
３
月
　
伊
万
里
市
国
際

交
流
協
会
が
発
足

１
９
８
９
年
12
月
　
魏
富
海
大
連
市

長
ら
政
府
代
表
団
が
来
伊

１
９
９
１
年
４
月
　
大
連
市
か
ら
第

１
期
公
務
研
修
生
を
受
け
入
れ

１
９
９
２
年
８
月
　
伊
万
里
市
卓
球

友
好
親
善
訪
中
団
が
大
連
市
を
訪
問

１
９
９
６
年
10
月
　
伊
万
里
市
日
中

友
好
協
会
が
大
連
市
を
訪
問
。
竹
内

通
教
さ
ん
に
『
大
連
市
名
誉
市
民
』

が
授
与
さ
れ
る

１
９
９
７
年
７
月
　
友
好
交
流
10
周

年
を
記
念
し
、
伊
万
里
市
代
表
団
が

大
連
市
を
訪
問

１
９
９
７
年
９
月
　
梨
栽
培
技
術
指

導
者
・
堀
田
節
次
さ
ん
（
南
波
多
町
）

が
中
国
国
家
『
友ゆ
う

誼ぎ

賞
』
を
受
賞

１
９
９
９
年
８
月
　
大
連
第
37
中
学

校
の
生
徒
が
来
伊
し
、
啓
成
中
学
校

の
生
徒
と
交
流

２
０
０
０
年
８
月
　
啓
成
中
学
校
の

生
徒
が
大
連
市
を
訪
問
。
大
連
第
37

中
学
校
の
生
徒
と
交
流

２
０
０
１
年
９
月
　
大
連
市
金
州
区

国
営
農
場
『
日
本
良
質
梨
導
入
栽
培

及
び
普
及
モ
デ
ル
基
地
』
碑
除
幕
式

で
伊
万
里
市
収
入
役
な
ど
が
大
連
市

を
訪
問

交
流
に
関
す
る
主
な
動
き

■
そ
し
て
友
好
交
流
都
市
へ

　
２
０
０
７
年
５
月
、
友
好
交
流

20
周
年
を
記
念
し
て
、『
両
市
の
友

好
協
力
関
係
の
更
な
る
強
化
に
関

す
る
協
議
書
』
に
調
印
し
、
友
好
交

流
都
市
締
結
に
至
り
ま
し
た
。
同

じ
年
の
11
月
に
は
、
76
人
の
市
民

交
流
訪
問
団
が
大
連
市
を
訪
問
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
以
降
も
市
民
訪
問
団
の
派
遣
な

ど
を
通
じ
て
、
両
市
の
友
好
の
輪

は
広
が
り
続
け
て
い
ま
す
。

↑友好交流都市の協議書に調印

大連市の紹介

大連市は、中国東北部の遼寧省の中で最も南に
あり、三方を海に囲まれた美しい都市です。中
国における有名な港湾・工業・観光都市であ
り、『アカシアのまち』、『ファッションのまち』、

『サッカーのまち』などと言われています。

● 人口　698.7 万人（2016 年３月・伊万里
　市の約 125 倍）
● 面積　12,574 ㎢（伊万里市の約 50 倍）

大連市の行政機関などが集中する約 12 ㎢の広大な面積の『人民広場』

↑鈴なりに白い花を咲かせる
　『アカシア』

1988.102007.5 1991.4 〜

※ 写真は現在の公務研修生・李瑩さん（中央）
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２
０
０
０
年
８
月
に
両
市
の
中

学
生
が
交
互
に
訪
問
し
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
交
流
を
行
っ
た
ほ
か
、

２
０
１
６
年
１
月
に
は
大
連
市
か

ら
小
学
生
修
学
旅
行
団
が
市
内
の

小
学
校
を
訪
問
。
日
本
の
折
り
紙

や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
２
０
０
２
年
８
月
、

中
国
・
北
京
市
で
開
催
さ
れ
た
友

好
都
市
対
抗
中
学
生
卓
球
大
会
で

は
、
伊
万
里
市
と
大
連
市
の
中
学

生
が
ペ
ア
を
組
み
出
場
。
今
年
８

月
開
催
の
同
大
会
に
も
市
内
の
中

学
生
２
人
を
派
遣
す
る
予
定
で
す
。

■
観
光
交
流

　
近
年
で
は
観
光
面
で
の
交
流

も
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
以
降
は
、
大
連
市
旅

遊
局
観
光
視
察
団
や
国
際
旅
行
社

が
伊
万
里
市
を
訪
問
し
、
大
川
内

山
な
ど
を
視
察
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
０
１
５
年
か
ら
は
伊
万
里

市
か
ら
も
観
光
Ｐ
Ｒ
代
表
団
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。

■
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

　
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

を
通
じ
て
、
両
市
の
友
好
関
係
が

築
き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
時
代
の
変
化
に
応
じ
た

交
流
を
行
い
、
相
互
の
発
展
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特 集 　友好交流 30 年のあゆみ

■
産
業
交
流

　
大
連
市
か
ら
は
１
９
９
０
年
５

月
の
農
業
技
術
視
察
団
を
は
じ
め

と
し
て
、
水
産
業
・
縫
製
技
術
・

テ
レ
ビ
局
技
術
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
視
察
団
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
伊
万
里
市
か
ら
は
梨
栽

培
の
技
術
者
や
牛
肥
育
技
術
の
指

導
者
、
陶
芸
家
を
派
遣
す
る
な
ど
、

伊
万
里
が
持
つ
高
い
技
術
を
伝
え

て
い
ま
す
。

■
経
済
交
流

　
２
０
０
３
年
11
月
に
大
連
港
と

伊
万
里
港
と
の
間
に
定
期
コ
ン
テ

ナ
航
路
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
大

連
港
か
ら
は
家
具
や
日
用
品
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
品
目
が
輸
入
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
多
様
な
分
野
で
の
交
流

伊
万
里
港
か
ら
は
機
械
製
品
な
ど

が
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
万
里

港
は
現
在
、
５
つ
の
定
期
コ
ン
テ

ナ
航
路
が
あ
り
、
博
多
港
、
北
九

州
港
、
志
布
志
港
に
次
ぐ
九
州
第

４
位
の
取
扱
量
を
誇
る
物
流
拠
点

港
へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
０
４
年
10
月
、
中

国
へ
の
伊
万
里
産
品
の
販
路
開
拓

を
目
指
し
、
大
連
市
の
デ
パ
ー
ト

で
『
伊
万
里
フ
ェ
ア
』
を
開
催
。

伊
万
里
梨
や
伊
万
里
焼
の
販
売
を

行
い
ま
し
た
。

　■
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流

　
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
面

で
は
、
両
市
の
青
少
年
交
流
を
積

極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
　
　

世界有数の貿易港『大連港』

２
０
０
２
年
５
月
　『
中
国
大
連
市
商

品
交
易
会
』
に
市
内
企
業
の
工
業
製

品
な
ど
を
出
展
。
同
時
に
『
鍋
島
献

上
の
儀
』
を
行
い
、
大
連
市
政
府
へ

色
鍋
島
を
献
上

２
０
０
４
年
４
月
　
伊
万
里
市
制
50

周
年
を
記
念
し
、
夏
徳
仁
大
連
市
長

が
来
伊
、『
友
好
交
流
の
証
』
と
し
て

ア
カ
シ
ア
を
記
念
植
樹
。
７
月
に
は

伊
万
里
市
民
訪
問
団
が
大
連
市
で
マ

キ
の
木
を
記
念
植
樹

２
０
０
７
年
５
月
　
塚
部
市
長
が
大

連
市
を
訪
問
。
夏
大
連
市
長
と
と
も

に
協
議
書
に
調
印
し
友
好
交
流
都
市

に
な
る

２
０
０
７
年
11
月
　
友
好
交
流
20
周

年
を
記
念
し
、
市
民
訪
問
団
76
人
が

大
連
市
を
訪
問

２
０
０
８
年
８
月
　
伊
万
里
市
国
際

交
流
協
会
20
周
年
を
記
念
し
、
伊
万

里
市
・
大
連
市
青
少
年
友
好
交
流
訪

問
団
が
大
連
市
を
訪
問
し
、
書
道
・

卓
球
交
流
を
行
う

２
０
１
２
年
８
月
　
友
好
交
流
25
周

年
を
記
念
し
、
伊
万
里
市
民
訪
問
団

41
人
が
大
連
市
を
訪
問

２
０
１
５
年
１
月
　
大
連
市
旅
遊
局

観
光
視
察
団
が
来
伊

２
０
１
６
年
１
月
　
大
連
市
の
小
学

生
修
学
旅
行
団
１
９
８
人
が
来
伊
。

５
日
間
に
わ
た
り
伊
万
里
市
内
の
小

学
校
５
校
と
交
流
　

２
０
１
６
年
５
月
　
伊
万
里
市
民
友

好
訪
問
団
を
派
遣
。
塚
部
市
長
に
大
連

市
名
誉
市
民
の
称
号
が
授
与
さ
れ
る

２
０
１
７
年
５
月
　
友
好
交
流
30
周

年
を
記
念
し
、
伊
万
里
市
民
訪
問
団

59
人
が
大
連
市
を
訪
問

↑啓成中学校の生徒が大連市の中学校を訪問

2000.82005.4

↑農業視察団が伊万里牛の肥育状況を視察↑大連市の小学生と折り紙遊びなどで交流

2016.1

↑ガントリークレーンが林立する大連港

　伊万里港との国際定期コンテナ航路
がある大連港は、中国東北部の海の
玄関口で国際貿易の拠点としての役割
を担っています。世界各国の主要な港
と 86 のコンテナ航路があり、2016
年の取扱量は世界 15 位の 944 万個。
これは、伊万里港の 270 倍以上にも
のぼります。また、中国最大のクルー
ズ港でもあり、年間に 600 万人の乗
客が行き来しています。
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■
大
連
ア
カ
シ
ア
祭
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
へ
参
加

　
訪
問
団
員
は
、
ア
カ
シ
ア
祭
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
伊
万
里
市

と
伊
万
里
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
Ｐ

Ｒ
を
兼
ね
て
、
伊
万
里
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
公
式
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
参

加
。
ア
カ
シ
ア
の
花
で
彩
ら
れ
た

コ
ー
ス
を
満
喫
し
な
が
ら
、
参
加

者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

■
切
り
紙
体
験

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
後
は
、

大
連
市
現
代
博
物
館
で
、
大
連
市

の
伝
統
文
化
で
あ
る
『
切
り
紙
』

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
簡
単
な
文

字
か
ら
複
雑
な
文
様
ま
で
、
約
２

時
間
を
か
け
て
製
作
し
ま
し
た
。

は
じ
め
は
「
２
時
間
も
や
〜
」
と

ぼ
や
い
て
い
た
団
員
も
、
い
ざ
作

業
を
始
め
る
と
時
間
を
忘
れ
て
没

頭
。
は
さ
み
を
器
用
に
使
っ
て
作

品
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
ま

■
友
好
交
流
30
周
年
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン

　
５
月
20
日
、
友
好
交
流
30
周
年

を
記
念
し
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
連
市
か
ら
は

廬ろ

林り
ん

副
市
長
を
は
じ
め
と
し
て
、

歴
代
の
公
務
研
修
生
な
ど
23
人
が

出
席
し
、
市
民
訪
問
団
を
温
か
く

歓
迎
。
大
連
市
少
年
宮
の
歌
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
、
伊
万
里
市
か
ら

は
太
極
拳
の
演
舞
を
披
露
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
旧
交
を
温
め
た
り
、

新
た
な
出
会
い
に
話
の
花
を
咲
か

せ
た
り
し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

■
大
連
ア
カ
シ
ア
祭
り
開
幕
式

　
５
月
21
日
、
大
連
市
の
リ
ゾ
ー
ト

地
区
で
あ
る
、
棒
捶
島
景
色
区
で

開
催
さ
れ
た
『
大
連
ア
カ
シ
ア
祭
り

開
幕
式
』
に
参
加
。
日
本
の
各
都
市

や
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の

各
国
の
来
賓
を
代
表
し
て
、
塚
部

市
長
が
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
で
深
ま
る
理
解
と
絆

大連国際マラソンにも参加

　大連市では、国際マラソン大会が毎年開催され
ています。中国のマラソン大会のなかでも歴史の
ある大規模な大会で、５月 14 日に行われた今年
は、世界各国から約３万人のランナーが集結。伊
万里市からも市民ランナーを４人派遣し、伊万里
ハーフマラソン公式Ｔシャツを着て伊万里をＰＲ
しながら、大連の美しい街並みなどを走りました。

た
、
会
場
に
は
緻
密
に
切
り
抜
か

れ
た
文
様
の
作
品
も
展
示
さ
れ
て

お
り
、
団
員
は
繊
細
で
美
し
い
大

連
市
の
伝
統
文
化
に
関
心
し
た
様

子
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

■
ア
カ
シ
ア
祭
り
・
観
光
フ
ォ
ー

ラ
ム
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　
ア
カ
シ
ア
祭
り
と
観
光
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
に
合
わ
せ
て
大
連
市

を
訪
問
し
た
各
国
の
訪
問
団
が
招

待
さ
れ
た
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

参
加
し
ま
し
た
。
着
物
姿
で
参
加

し
た
団
員
は
、
各
国
の
参
加
者
か

ら
記
念
写
真
を
求
め
ら
れ
る
な
ど

注
目
の
的
に
。
中
国
の
み
な
ら
ず

世
界
に
日
本
文
化
の
す
ば
ら
し
さ

を
広
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
国
の
楽
器
演
奏
や
踊

り
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
約
５
０
０

人
が
参
加
し
た
大
規
模
な
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
訪
問
団
員
も
驚
い
た
様

子
で
し
た
。

↑気分爽快に『ゴール』

↑童心に返って作業
に集中↑見事な造形の展示作品

↑現地のランナーと完走
をたたえ合いました

↑続々とゴールするランナー

↑「友好関係は互い
の発展にも繋が
る」とあいさつす
る塚部市長

5.20 5.205.21

↑劉偉さん直伝の太極拳を披露 ↑記念レセプションで互いの絆を確認↑ 500 人規模の大規模な歓迎レセプション
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　今回の訪問では、これまで両市が築き上げてきた
交流の歴史の重みを振り返り、互いの絆と友情を再
確認することができました。また、観光連携など将
来にわたり互いが発展していくための方策などを話
し合うこともでき、充実した訪問となりました。
　この 30 年、日本と中国の間では緊張状態にあっ
た時期もありましたが、伊万里市と大連市の友好の
糸が切れることはありませんでした。これもひとえ
に、市民同士の草の根交流を続け、互いを理解しあ
えていたからこそではないでしょうか。
　今後、50 年、100 年と友好的な関係を維持して
いくためには、この交流の輪を次世代につなげて行
かなければなりません。そのため市では、今後の 30
周年事業として、青少年を中心
とした交流事業を計画しています。
また、来年度以降もさまざまな交
流事業を計画する予定です。市民
の皆さんが気軽に参加できるよう
なイベントも実施したいと考えて
いますので、その際はぜひ参加を
お願いします。

■
中
日
観
光
大
連
ハ
イ
レ
ベ
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム

　
５
月
22
日
、
大
連
市
旅
遊
局
が

主
催
す
る
中
日
観
光
大
連
ハ
イ
レ

ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
。
日
中

両
国
の
観
光
都
市
や
旅
行
会
社
、

航
空
会
社
な
ど
が
一
堂
に
会
し
て

観
光
連
携
の
方
策
な
ど
を
話
し
合

い
ま
し
た
。

　
伊
万
里
市
の
観
光
に
つ
い
て
塚

部
市
長
は
、「
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
に
近
隣
地
域
と

広
域
で
連
携
し
な
が
ら
、
伊
万
里

産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。
大

連
市
と
の
長
年
の
交
流
実
績
を
も

と
に
、
今
後
は
相
互
の
滞
在
型
の

観
光
交
流
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
展
望
を
発
表
し
ま
し
た
。
会
場

の
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
は
伊
万
里
市

の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
が

映
し
出
さ
れ
、
参
加
者
の
目
を
引

い
て
い
ま
し
た
。

■
息
の
長
い
交
流
を
約
束
　
　
　

　
今
回
の
訪
問
で
塚
部
市
長
は
、

大
連
市
の
多
く
の
要
人
と
会
見
。

肖
し
ょ
う

盛せ
い

峰ほ
う

大
連
市
長
は
、「
今
回
多
数

の
市
民
と
訪
問
い
た
だ
い
た
こ
と

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後
も
更

な
る
交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。」と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

50
年
、
１
０
０
年
の
交
流
に
向
け
て

　
ま
た
、
今
回
訪
問
し
た
日
本
の

各
都
市
の
訪
問
団
の
中
で
唯
一
、

大
連
市
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
中
国
共

産
党
大
連
市
委
員
会
の
譚た
ん

作さ
く

鈞き
ん

書

記
と
の
会
見
が
実
現
。
譚
書
記
か

ら
は
、「
伊
万
里
市
と
は
30
年
の

友
好
交
流
の
歴
史
を
作
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
と
も
両
市
の
発
展
に

寄
与
で
き
る
交
流
を
お
願
い
し
ま

す
。」と
の
言
葉
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連

携
を
密
に
し
、
将
来
を
見
据
え
た

息
の
長
い
交
流
を
続
け
て
い
く
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

特 集 　友好交流 30 年のあゆみ

↑観光ハイレベルフォーラムで伊万里をＰＲ ↑譚書記（右）と握手を交わす塚部市長

↑白玉山

市内各地を視察

５月 22 日、一般参加の訪
問団員は大連・旅順コー
スと大連市内コースに分
かれて、市内各地を視察
しました。大連市は旧満
州として日本の統治下に
あった時代があります。
各所にある日本とゆかり
のある歴史的な建物など
を巡って両国の歴史的背
景や関係性について学び、
相互理解を深めました。

↑旧満州鉄道本社

ー 大連を身近に感じられる
取り組みを進めます ー

↑老虎灘

国際戦略室
室長  力武  浩和

◆ 30 周年事業 今後の予定

７月 30 日〜 31 日　大連市の青少年を受け入れ、
芸術・文化交流などを行います。
８月　中国・北京で開催される卓球大会に、大連
市と伊万里市の中学生でペアを組み出場します。
11 月　中学生を大連市へ派遣。ホームステイなど
を通じて国際社会で活躍できる人材を育成します。

5.215.22 5.22

↑大都市・企業に混じり存在感を示しました
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み ん な の 広 場

第 17回ほほえみ広げてふれあいステージが市民センター

でありました。これは、市内の福祉施設の利用者に、歌

や踊りの発表などを通じて交流を深めてもらおうと、福

祉施設職員などでつくる実行委員会が毎年行っているも

のです。ステージでは、各施設が練習を重ねてきた歌

や踊りが披露され、会場は大きな拍手に包まれました。

ほほえみ広げてふれあいステージ

交流を深めて笑顔をつなごう

練習の成果が力強い踊りに表れる『いまりの里』の皆さん

『グループホームふるさと伊万里』の皆さんは、色鮮やかなレイ
をかけ、しなやかな踊りを披露作品展には丁寧に作られた手芸や貼り絵などが並びました

6.3

↑二里分団の川浪秀一さんが、新入団員を代表して力強く宣誓

市民センターで伊万里市消防団員の入団式がありました。

今回は新たに 58 人が入団（計 988 人）。地域防災の要

としての役割が期待されます。式の後には初任者研修が

行われ、消防団の活動内容や団員の心構えなどを学びま

した。また、この日は長年在籍した退職消防団員の感謝

状贈呈式や、消防関係功労者表彰の伝達も行われました。

平成 29 年度伊万里市消防団員入団式

地域の安全・安心を守るために

↑会員同士が情報交換や連携を密にしていく方針を確認

黒川公民館で、伊万里市うちどく推進ネットワーク設立総

会がありました。委員は行政や学校関係者、読み語りのボ

ランティア団体などで構成され、家庭や学校、地域におけ

るうちどくの活動を市内全域に広げる取り組みについて

活発に意見を交換。各地域のうちどくフェスティバル開催

の支援や助言を行っていくことなどを申し合わせました。

伊万里うちどく推進ネットワーク設立総会

市内にうちどくの輪を広げよう

6.16.5

e v e r y o n e ' s  p l a z a
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↑江頭興
おき

宣
のぶ

副市長（左）などから花苗を受け取る児童

松浦小学校で『人権の花』贈呈式がありました。これは、

唐津・伊万里人権啓発活動地域ネットワーク協議会が花の

植栽や管理を通して思いやりの心を育てようと、小学生

を対象に取り組んでいる運動です。サルビアやペチュニ

アなど、６種類の色とりどりの花苗をプレゼントされた

子どもたち。思いやりの水を毎日かけてくれるでしょう。

『人権の花』贈呈式

思いやりの花を咲かそう

↑子育て支援に関する質問をする参加者（牧島公民館）

大坪公民館と牧島公民館で、市長と語ろう『伊万里の夢づ

くり』座談会がありました。塚部芳和市長による市政概

要説明のあとの意見交換では、両会場共にさまざまな質問

や要望、提案などがありました。中には「給食センターの

配食の余力を高校生への給食に使うことはできないか」と

いったユニークな提案も。塚部市長も感心した様子でした。

市長と語ろう『伊万里の夢づくり』座談会

生の声を市政運営に役立てます

参加者からの質問に答える塚部市長（大坪公民館）

5.18

5.30

6.6

↑舞台あいさつを行うヒロインの東島愛
めぐ

海
み

さん（右から４人目）

伊万里市を舞台にした短編映画『伊万里のまり』の凱旋上

映会が市民センターでありました。美しい風景の中、野球

を通して繰り広げられる家族の絆の物語に、会場は時折笑

いや感嘆の声に包まれました。上映後は出演者による撮

影秘話などを語り合うトークセッションや、主題歌や挿

入歌を歌ったアーティストによるライブも行われました。

地域発信型映画『伊万里のまり』凱旋上映会

『笑いあり、感動あり』家族の絆の物語

5.28

市と日本航空株式会社は、観光の振興や人材の育成などを

通じて地域の活性化へつなげることを目的とした、包括連

携協定を締結しました。『新・Ｊ
ジ ャ

ＡＰ
パ

ＡＮ
ン

　Ｐ
プ

Ｒ
ロ

ＯＪ
ジ ェ

ＥＣ
ク

Ｔ
ト

』と銘打ち、６月の国内線のファーストクラスに伊万里

産食材をふんだんに使った機内食を提供。また機内誌で伊

万里を特集するなど、さまざまな取り組みを行いました。

日本航空株式会社（ＪＡＬ）と包括連携協定を締結

６月のＪＡＬは伊万里づくし

↑６月のファーストクラスで提供され
　た機内食（写真は６月上旬のメニュー）

協定書に調印した溝之上正充 九州・山口地区支配人（右）
と塚部芳和市長（中央）

5.26

↑試食した塚部市長
　もその味にご満悦

み ん な の 広 場
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ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

　
５
月
21
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
を

出
発
点
と
し
て
、『
第
23
回
白
い
杖つ

え

で
街
を
歩
こ
う
会
』
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
と
視
覚
障
害
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
広
く

市
民
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
伊
万

里
市
視
覚
障
害
者
の
会
が
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
視
覚
障
害
者
や
高

校
生
な
ど
約
80
人
が
参
加
。
事
前

指
導
の
後
、
参
加
者
は
２
人
１
組

と
な
り
、
１
人
が
ア
イ
マ
ス
ク
を

着
け
、
も
う
１
人
は
介
助
者
と

な
っ
て
出
発
し
ま
し
た
。

　
途
中
で
交
代
し
な
が
ら
、
駅
前

や
中
央
交
番
前
を
経
由
し
て
市
民

図
書
館
ま
で
歩
い
た
参
加
者
た

ち
。
視
覚
障
害
者
の
日
常
を
体
験

す
る
こ
と
で
、
障
害
に
対
す
る
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

白
い
杖
で
街
を
歩
こ
う
会

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て

散さ
ん

策さ
く

の 

コ
ー
ス
四よ

ひ
ら

の 

水み
ず

辺べ

あ
り

日に

本ほ
ん

海か
い

に 
低ひ

く

く
た
れ
た
る 

暗あ
ん

雲う
ん

を

　
　
　
　
　
　
知し

る
や
香か

に
立た

つ 

水す
い

蓮れ
ん

の
花は
な

つ
く
し
俳
句
会

中な
か

西に
し

　
信の
ぶ

行ゆ
き

伊
万
里
白
露
短
歌
会

池い
け

田だ

多た

鶴づ

子こ

↑慎重に横断歩道を渡る参加者

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
２
人
の
高
齢
者
を
、

塚
部
芳
和
市
長
が
訪
問
し
、
記

念
の
メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
５
月
29
日
に
訪
問
し
た
松
尾

ト
ミ
コ
さ
ん
は
と
て
も
働
き
者

で
、
４
人
の
子
育
て
を
し
な
が

松
尾
　
ト
ミ
コ 

さ
ん

（
波
多
津
町
筒
井
）

ら
夫
と
共
に
農
業
に
精
を
出
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
体
を
動
か
す
こ

と
が
好
き
で
運
動
神
経
も
良
く
、

若
い
頃
は
足
が
速
い
と
い
う
こ
と

が
近
所
で
評
判
に
な
っ
て
い
た
ほ

ど
。
65
歳
ご
ろ
か
ら
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
始
め
、
92
歳
ご
ろ
ま
で

楽
し
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
長
生

き
の
秘ひ

訣け
つ

は
、「
適
度
な
運
動
と
野

菜
中
心
の
食
事
を
取
る
こ
と
」。
入

所
す
る
施
設
で
は
盛
大
な
お
祝
い

の
宴
が
開
か
れ
、
と
て
も
に
ぎ
や

か
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
13
日
に
訪
問
し
た

我

キ
ヌ
さ
ん
は
、
今
で
も
一
人
で
歩

い
て
買
い
物
に
行
く
ほ
ど
お
元

気
で
す
。
手
芸
が
趣
味
で
、
そ
の

作
品
は
繊
細
な
刺
繍
が
施
さ
れ

て
お
り
、
ど
れ
も
す
ば
ら
し
い

出
来
栄
え
。
こ
れ
ま
で
の
印
象

深
い
思
い
出
は
、
家
族
と
世
界

各
国
を
旅
し
た
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
長
生
き
の
秘
訣
は
、『
家
族

の
支
え
と
体
を
動
か
す
こ
と
』。

キ
ヌ
さ
ん
の
あ
ま
り
の
若
々
し

さ
に
塚
部
市
長
も
驚
き
を
隠
せ

な
い
様
子
で
「
日
本
一
の
長
寿

を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
言

葉
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

我
　
キ
ヌ 

さ
ん（

船
屋
町
）

松尾 トミコさん

我 キヌさん

102017.7 広報伊万里



ほ が ら か ペ ー ジ

ア ル バ ム

我が家の

渕上 真
ま

央
お

さん

＊周児・佳世子さんの長女

＊東円蔵寺

(     )１歳
９か月

Y O U N G  W A L K E R

溝上 繭
まゆ

子
こ

 さん

◆ スポーツクラブＧＥＮ
ＥＸ伊万里（新天町）

◆ 平成 25 年３月入社

(23 歳・上ノ山 )

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
お
客
様
の
目
標
・
目
的
に
沿
っ
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の
作

成
や
、
食
事
・
栄
養
の
指
導
で
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
笑
顔
で
元
気
な
接
客
で
す

◇
目
標
（
仕
事
）
は
　
お
客
様
が
目

標
を
達
成
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
結
果
を
出
す
こ
と
で
す

◇
趣
味
　
ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
レ
フ

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
、
景
色
や
花

を
撮
り
に
出
か
け
る
こ
と
で
す

◇
特
技
　
ス
ポ
ー
ツ
は
何
で
も
得

意
で
す
。
特
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◇
市
民
へ
一
言

　
皆
様
の
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
ぜ
ひ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
伊
万
里

へ
お
越
し
く
だ
さ
い

　
わ
た
し
は
外
で
し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊

び
を
し
た
り
、
パ
パ
や
マ
マ
と
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
す
る
こ
と
が

大
好
き
♥
食
べ
物
で
は
バ
ナ
ナ
や

ト
マ
ト
が
大
好
物
な
の
★
最
近
は
、

歌
い
な
が
ら
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と

に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
♬

　
明
る
く
活
発
な
真
央
ち
ゃ
ん
☆彡
仕

事
か
ら
帰
る
と
「
お
か
え
り
！
」
の

元
気
な
声
で
迎

え
て
く
れ
て
、

疲
れ
が
吹
っ
飛

ぶ
よ
♬
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん

遊
ぼ
う
ね
♪

食育ワンポイント

〜 川東保育園 〜
食育活動を紹介

市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、市内保育園などで取り組んでいる食育活動を紹介します。

● 問合先　まちづくり課まちづくり推進係
（ 　☎㉓２１１４）

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

　園では、毎月 19 日は食育の日として、年
齢に合わせた食育に関する活動を行っていま
す。主な活動としては、菜の花を育てて菜種
油をしぼることや、夏野菜でのカレー作り、
田植え・稲刈りをした米でのおにぎり作りな ど、育てて調理し、食べるまでの工程を実践しています。

　園で育てる夏野菜の一つにゴーヤがありますが、緑の
カーテンとしても活用できることから、夏には欠かせな
いものとなっています。ゴーヤはたくさんの水がいるの
で、朝・夕は年長児みんなで協力しながら水かけをします。
　ゴーヤが苦手な子どもも毎日世話をすることで愛着を
感じ、食べてみたいと思うようになるようです。8 月に
は夏野菜カレー作りがあります。どんなカレーが出来上
がるのか、今から楽しみにしています。

愛情いっぱいに育てて好き嫌いも克服

育てながら学ぶ食のありがたみ

夏野菜の王様ゴーヤの効能　ゴーヤには、夏バテ解消、美肌効果、胃腸を元気にするなどの効果があるほか、
独特の苦み成分には疲労回復、食欲不振の解消、血糖値の低下など、夏に嬉しい効果がたくさん詰まっています。
また、レモンの 2 ～ 4 倍ものビタミンＣ、牛乳の 14 倍ものカルシウム、セロリの 30 倍もの食物繊維など多
彩な栄養素が含まれており、まさに夏野菜の王様。この夏はゴーヤで元気に乗り切りましょう。

みんな上手に苗を植えていきます

毎日世話したゴーヤには愛着が湧きます
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ス ポ ー ツ

s p o r t s

ス ポ ー ツ

s p o r t s

７月の市民スポーツ

２日（日）

● 市民ソフトバレーボール大会

　午前８時 30 分開会　国見台体育館

５日（水）〜 21 日（金）

● 市長旗争奪ママさんナイター

バレーボール大会

　午後６時 30 分開会　国見台体育館

９日（日）

● 市インディアカ大会

　午前９時開会　国見台体育館

21 日（金）

● 伊万里眼科杯争奪グラウンド・

ゴルフ大会“ペア大会”

　午前８時 30 分開会　国見台球技場

●

期
　
日
　
５
月
25
日

●

場
　
所
　
国
見
台
陸
上
競
技
場
、

国
見
台
球
技
場

《
大
会
成
績
》

【
Ａ
グ
ル
ー
プ
】

▽
１
　
位
　
長
浜
老
人
会
Ｂ

▽
２
　
位
　
大
里
里
和
会
Ａ

▽
３
　
位
　
栄
町
栄
光
会
Ｂ

【
Ｂ
グ
ル
ー
プ
】 

▽
１
　
位
　
長
浜
老
人
会
Ａ

▽
２
　
位
　
山
代
東
部
第
一

▽
３
　
位
　
浦
分
Ａ

【
Ｃ
グ
ル
ー
プ
】 

▽
１
　
位
　
深
山
老
人
会

▽
２
　
位
　
大
川
内
市
村
Ａ

▽
３
　
位
　
井
手
野
福
寿
会
Ｂ

チ 

ー 

ム 

の 

部

総 合 優 勝 秘窯の里

順　位 Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ

１　位 山代城山クラブ A 秘窯の里 白野Ｇ・Ｇ同好会Ａ

２　位 里クラブＢ 腰岳クラブＢ 南波多町体育協会

３　位 ピンコロクラブ ひまわり会 今岳クラブＢ

個 

人 

の 

部

総 合 優 勝 小松　フミ子（ひまわり会）

順　位 Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ

１　位 白石　貞子
（山代城山クラブ A）

小松　フミ子
（ひまわり会）

草川　重雄
（黒塩会Ｂ）

２　位 馬場　豊
（里クラブＢ）

内山　清一郎
（腰岳クラブＢ）

岩﨑　勝義
（福母ＧＧ愛好会）

３　位 岸川　富美男
（大里里和会Ｂ）

森　道雄
（腰岳クラブ A）

山口　博訓
（白野Ｇ・Ｇ愛好会Ａ）

第 20 回伊万里市民グラウンド・ゴルフ大会

● 期　日　６月３日　　　● 場　所　国見台陸上競技場・国見台球技場　

↑難しい距離だが絶妙のショット

↑最後の一打となるか、見守るメンバーたち

第
30
回
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
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ス ポ ー ツ

　
６
月
３
日
と
４
日
、
国
見
台
野
球

場
と
赤
坂
球
場
（
有
田
町
）
で
市
長

旗
争
奪
中
学
生
野
球
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
大
会
か
ら
新
た
に
有

田
町
の
２
校
も
参
加
。
例
年
以
上
の

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
青
嶺
中
学

校
が
伊
西
地
区
９
校
の
頂
点
に
立
ち

ま
し
た
。

　
青
嶺
中
学
校
は
、
１
回
戦
で
伊
万

里
中
学
校
、
準
決
勝
で
東
陵
中
学
校

と
対
戦
。
両
試
合
と
も
に
１
点
差
の

攻
防
を
制
し
て
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。

迎
え
た
決
勝
で
は
、
山
代
中
学
校
と

対
戦
し
、
杉
山
廉れ
ん

投
手
が
相
手
チ
ー

ム
に
得
点
を
許
さ
な
い
好
投
を
見
せ

完
封
。
攻
撃
で
は
１
回
裏
に
先
制
点

を
挙
げ
て
波
に
乗
る
と
、
４
回
と
６

回
に
も
そ
れ
ぞ
れ
２
点
を
追
加
し
、

５
対
０
で
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

↑完封勝利を収めたスコアボードをバックに優勝を喜ぶ青嶺中学校野球部員

市
長
旗
争
奪
第
39
回
市
中
学
生
野
球
大
会

↑
力
投
す
る
青
嶺
中
学
校
・
杉
山
投
手

●

期
　
日
　
５
月
27
日

●

場
　
所
　
国
見
台
相
撲
場

《
大
会
成
績
》

〈
団
体
戦
〉

▽
優
　
勝
　
伊
万
里
中
学
校
Ａ

▽
準
優
勝
　
伊
万
里
中
学
校
Ｂ

〈
個
人
戦
〉

▽
優
　
勝
　
中
田
　
大
樹（

啓
成
中
）

▽
準
優
勝
　
和
嶋
　
竜
輝（

青
嶺
中
）

▽
３
　
位
　
長
野
　
佑
亮

（
伊
万
里
中
）

　
　
　
　
　
幸
松
　
龍（

伊
万
里
中
）

第
34
回
中
学
生
相
撲
大
会

↑団体戦で優勝した伊万里中学校Ａ

●

期
　
日
　
６
月
18
日

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

《
市
内
チ
ー
ム
の
成
績
》

●

女
子
Ｃ
ク
ラ
ス
（
ダ
ブ
ル
ス
）

▽
準
優
勝

　
西
岡
須
美
子
（
二
里
町
）

　
小
松
　
洋
子
（
新
天
町
）

第
23
回
伊
万
里
あ
じ
さ
い

カ
ッ
プ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

●

期
　
日
　
６
月
４
日

●

場
　
所
　
国
見
中
学
校
体
育
館

ほ
か

《
市
内
チ
ー
ム
の
成
績
》

●

女
　
子

▽
３
　
位
　
東
陵
中
学
校

第
36
回
市
近
郊
中
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

●

期
　
日
　
６
月
２
日
〜
６
日

●

場
　
所
　
み
ど
り
の
森
県
営
球

場
（
佐
賀
市
）
ほ
か

《
市
内
チ
ー
ム
の
成
績
》

▽
準
優
勝
　
伊
万
里
農
林
高
校

第
64
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
佐
賀
県

高
等
学
校
野
球
大
会

●

期
　
日
　
５
月
21
日

●

場
　
所
　
国
見
台
庭
球
場

《
市
内
チ
ー
ム
の
成
績
》

●

一
般
男
子

▽
３
　
位
　
名
村
造
船
所

●

一
般
女
子

▽
３
　
位
　
伊
万
里
農
林
高
校

市

会

長

杯

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

大

会

《
大
会
成
績
》

▽
優
　
勝
　
青
嶺
中
学
校

▽
準
優
勝
　
山
代
中
学
校

▽
３
　
位
　
東
陵
中
学
校

　
　
　
　
　
啓
成
中
学
校

●

期
　
日
　
５
月
27
日

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

《
市
内
チ
ー
ム
の
成
績
》

【
団
体
戦
】

●

男
子
の
部

▽
３
　
位
　
国
見
中
学
校

●

女
子
の
部

▽
優
　
勝
　
伊
万
里
中
学
校

▽
２
　
位
　
南
波
多
中
学
校

【
個
人
戦
】

●

男
子
の
部

▽
２
　
位
　
平
川
　
光
輝（
滝
野
中
）

市
近
郊
中
学
卓
球
大
会

▽
３
　
位
　
山
田
　
諒
（
国
見
中
）

●

女
子
の
部

▽
２
　
位
　
出
雲
　
唯
楓

（
伊
万
里
中
）

▽
３
　
位
　
渕
上
　
彩
奈

（
伊
万
里
中
）
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教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

肥
前
窯
業
が
育
ん
だ
景
観
と
暮
ら
し

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉓
３
１
８
６
）

郷

土

の

文

化

財

　
４
０
０
年
に
わ
た
り
紡
が
れ

て
き
た
肥
前
窯
業
の
歴
史
や
文

化
は
、
景
観
や
暮
ら
し
の
中
に

も
今
な
お
息
づ
い
て
お
り
、
礎

を
築
い
た
先
人
の
陶
工
た
ち
を

大
切
に
祀ま

つ

り
、
ま
た
、
窯
業
に

関
わ
る
伝
統
行
事
が
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
歴
史
ス
ト
ー
リ
ー
を
構

成
す
る
文
化
財
と
し
て
、
大
川

内
山
が
あ
り
ま
す
。
１
６
６
０

年
代
頃
に
有
田
か
ら
御お

道ど
う

具ぐ

山や
ま

が
移
転
し
て
き
た
大
川
内
山
で

は
、
現
在
も
30
の
窯
元
が
軒
を

連
ね
て
い
ま
す
。
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
ん

な
山
々

に
囲
ま
れ
た
狭
い
谷
間
に
ト
ン

バ
イ
塀
や
れ
ん
が
造
り
の
煙
突

が
建
ち
並
び
、
そ
の
背
後
に
青

螺
山
が
そ
び
え
る
山
水
画
の
よ

う
な
幽
玄
な
風
景
は
、『
秘
窯
の

里
』
と
し
て
の
雰
囲
気
を
醸
し

出
し
て
い
ま
す
。

　
国
史
跡
大
川
内
鍋
島
窯
跡
に

は
窯
跡
の
ほ
か
、
御お

細さ
い

工く

場ば

跡あ
と

や
藩は

ん

役や
く

宅た
く

跡あ
と

、
陶
工
屋
敷
跡
群

な
ど
古
絵
図
に
あ
る
遺
構
や
地

形
が
良
好
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
４
月
に
江
戸
時

代
の
陶
工
た
ち
を
祀
る
供
養
塔

で
無
縁
塔
祭
が
行
わ
れ
、
11
月

に
は
、
焼
き
物
の
絵
付
け
に
使

う
筆
の
供
養
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
た
日
本

遺
産
『
日
本
磁
器
の
ふ
る
さ
と

肥
前
』
は
、
４
０
０
年
も
の
長

い
窯
業
の
歴
史
の
中
で
培
わ
れ

た
伝
統
や
技
術
、
景
観
や
文
化

な
ど
の
魅
力
を
体
感
で
き
る
日

本
随
一
の
地
域
な
の
で
す
。

↑大川内山の風景

　
日
本
遺
産
シ
リ
ー
ズ
④

　『
国
内
で
の
職
業
に
つ
い
て
、
10

～
20
年
後
に
は
、
日
本
の
労
働
人

口
の
約
半
数
が
就
い
て
い
る
仕
事

を
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
で

代
替
す
る
こ
と
が
可
能
』
と
い
う

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
記
事
を
記
憶
さ

れ
て
い
る
人
も
多
い
こ
と
か
と
思

い
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
技
術
の
進

歩
は
著
し
く
、
ゲ
ー
ム
の
中
で
も

最
も
複
雑
で
あ
る
囲
碁
の
プ
ロ
棋

士
を
負
か
し
て
し
ま
う
能
力
を
も

獲
得
し
て
い
ま
す
。

　
人
間
が
作
り
出
し
た
機
械
（
道

具
）
が
、
あ
る
面
で
は
人
間
の
能

力
を
超
え
て
進
化
し
、
そ
こ
に
は

期
待
と
不
安
が
入
り
交
じ
っ
て
い

ま
す
。

　
あ
ら
た
め
て
、
19
世
紀
の
フ
ラ

ン
ス
の
画
家
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ

ン
の
絵
に
あ
る
「
我
々
は
ど
こ
か

ら
来
た
の
か
、
我
々
は
何
者
か
、

我
々
は
ど
こ
に
行
く
の
か
」
と
い

う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
人
類
が
ア
フ
リ
カ
で
チ
ン
パ
ン

ジ
ー
と
の
共
通
祖
先
か
ら
枝
分
か

れ
し
た
の
は
約
７
０
０
万
年
前
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
ま
さ

に
改
め
て
「
人
間
と
は
？
」、
さ
ら

に
「
幸
せ
に
生
き
る
と
は
何
か
？
」

と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
始
め
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
研
究
を
通
じ

て
人
間
の
心
や
進
化
的
起
源
を
探

究
す
る
あ
る
研
究
者
は
、「
人
間

を
他
者
と
区
別
す
る
も
っ
と
も
大

き
な
特
徴
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
究

極
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
想
像
す
る
力
、
で

は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　『
想
像
す
る
力
』
は
、
人
権
社
会

の
源
泉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

将
来
人
工
知
能
が
『
心
』
を
持
つ

時
代
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、『
想
像
す
る
心
』、
さ
ら
に
は

他
者
を
『
思
い
や
る
心
』
は
、
人

間
の
体
と
同
様
に
、
進
化
の
た
ま

も
の
で
す
。

　
こ
の
宝
物
を
育
み
、
だ
れ
も
が

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し

た
い
も
の
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo. ２２９

『
想
像
す
る
力
』
に
つ
い
て
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i n f o r m a t i o n

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

第28回伊万里の夏

時　間 イベント内容

午後１時〜 伊万里子ども太鼓の会演奏

午後１時 20 分〜 どっちゃんダンシング（１部）

午後２時 25 分〜 伊万里津物語『入船』（伊万里太鼓）

午後２時 40 分〜
モーモちゃんとのじゃんけん
関所やぶりリレー

午後３時〜 古伊万里・子ども商人俵運びレース

午後３時 30 分〜
伊万里出身 マジシャン Osamu による
イリュージョンマジックショー

午後４時 15 分〜 板木法行太鼓保存会による演奏

午後４時 40 分〜 HEART BEAT JAZZ Orchestra による演奏

午後５時 05 分〜 どっちゃんダンシング（２部）

午後６時 25 分〜 パレード、女みこし

午後７時 05 分〜 もち投げ、どっちゃん抽選会

午後７時 30 分〜 みんなで踊ろうどっちゃん祭り（総踊り）

午後７時 50 分〜 伊万里津物語『出船』（伊万里太鼓）、女みこし

午前10時〜
　午後９時 30 分

物産展〔中央駐車場、駅前広場〕

午後１時〜日没 どっちゃんライブ・フリマ〔駅前広場〕

● 問合先　観光課観光戦略室（　 ☎⑳９０３１）

８月６日（日）
午前10時〜午後９時 30 分　伊万里市街地

どっちゃん祭り

花火大会

市民応援団
一口オーナー募集！
 （１口 1,000 円）

８月５日（土）午後８時　国見台公園
※ 荒天の場合は、８月６日（日）に順延

● 問合先　市観光協会（☎㉓３４７９）

第 49 回市民納涼

祭りの華は勇壮華麗な『女みこし』
※ 担ぎ手募集中　応募期限　７月 18 日（火）�

《８月６日（日）通行規制情報》
● 本町バイパス（市道八谷搦・上伊万里線）
▷本岡金物店前〜浜町交差点
　午前８時〜午後 11 時
▷浜町交差点〜セントラルパーキング前
　午前９時〜午後 11 時
● 駅通り（市道伊万里駅前・松島線）
▷カワラ文具前〜相生橋北詰
　午前９時〜午後 11 時

総踊り当日飛び入り参加者限定で、伊万里牛など
の特産品が当たる抽選会を行います。

※ 飛び入り参加受付は先着 100 人（女性限定）
    で午後６時 30 分から祭り本部で行います。
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インフォメーション

　　　 　     ７月下旬、皆さんに                 　  　　　　　       新しい被保険者証を郵送します

■内容を確かめてください

　現在交付している『国民健康保険被保険者証』の有効期間が、７月

31 日で満了になります。８月から使用する新しい被保険者証を７月下

旬までに世帯主に郵送します。手元に届いたら内容を確認し、記載内容

に誤りがある場合は連絡してください。

※国民健康保険税の滞納がある世帯については、税務課窓口で納税相談

後に交付します。

　70 〜 74 歳の国民健康保険被保険者に交付している『国民健康保険

高齢受給者証』の有効期間も、同じく７月 31 日で満了になります。該

当する人には、高齢受給者証を同封します。この高齢受給者証には、所

得などに応じて、自己負担額割合（１・２・３割のいずれか）が記載さ

れています。病院や薬局などへ行くときは、国民健康保険被保険者証と

一緒に提示してください。

■古い被保険者証・高齢受給者証の処分方法

　これまでの古い被保険者証・高齢受給者証は、８月以降使用できませ

ん。第三者に悪用されないように、市役所または出張所に返却するか、

はさみなどで必ず裁断し、燃えるごみとして処分してください。

　入院など高額な治療を受けるときは、

『限度額適用・標準負担額減額認定証』

の交付を受けましょう。認定証を医療

機関に提示すると、窓口負担が、それ

ぞれの世帯の所得などに応じた限度額

までになり、住民税非課税世帯の人は

食事代が減額されます。

● 対　象　国民健康保険被保険者で、

70 歳未満の人および 70 歳以上の住

民税非課税世帯の人

※国保の住民税非課税世帯とは、世

帯主および被保険者である世帯員

全員が住民税非課税である世帯のこ

とです。

※有効期限が７月 31 日となっていますので、認定を受けていた人も８

月以降は新たに申請が必要です。申請した月の１日から適用となりま

すので、早めに手続きしてください。

※ 国民健康保険税を滞納している世帯には、認定証は交付できません。

70〜74歳には高齢受給者証を郵送

被保険者証が届いたら

入院時などの窓口負担を減らすために

　
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療

の
保
険
証
は
、別
々
の
封
筒
で
届
き
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
は
伊
万
里
市
が
作

成
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
は
佐
賀
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
作
成
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
発
送
の
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

※
紛
失
時
の
再
発
行
は
、
市
で
行
い
ま
す
。

●

問
合
先
　
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係

（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）

ー 注意してください ー 

国民健康保険被保険者証
（黄　色）

国民健康保険高齢受給者証
（桃　色）

国民健康保険
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インフォメーション

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
始
め
ま
す

　　　 　     ７月下旬、皆さんに                 　  　　　　　       新しい被保険者証を郵送します

■内容を確かめてください

　現在交付している『後期高齢者医療被保険者証』（桃色）の有効期間が、

７月 31 日で満了になります。８月から使用する新しい被保険者証（草

色）を７月下旬までに皆さんに郵送します。手元に届いたら内容を確認

し、記載内容に誤りがある場合は連絡してください。

※後期高齢者医療保険料の滞納がある人については、税務課窓口で納付

相談後に交付します。

■古い被保険者証の処分方法

　有効期間が満了した被保険者証は、８月以降使用できません。第三者

に悪用されないように、市役所または出張所に返却するか、はさみなど

で必ず裁断し、燃えるごみとして処分してください。

　入院など高額な治療を受けるときは、事前に『限度額適用・標準負担

額減額認定証』の交付を受けましょう。認定証を医療機関に提示すると、

医療費や食事代などが減額されます。

● 対　象　後期高齢医療被保険者で、世帯の全員が住民税非課税の世帯員

※すでに認定を受けている人には、保険証と一緒に新たな認定証を郵送

しますので、更新の手続きは必要ありません。有効期間満了の認定証

は、保険証と同じく適正に処分してください。

入院時などの窓口負担を減らすために

75 歳の誕生日をもって、そ
れまで医療を受けていた国保、

健保組合、共済組合などから移行し
ます。この場合の手続きは不要です。
※ 65 歳以上 75 歳未満の人で一定の

障害がある人は、広域連合から認定
を受けることで移行します。事前に
長寿社会課に相談してください。

● 問合先
▷長寿社会課医療保険係

（　 ☎㉓２１５３）
▷後期高齢者医療広域連合

（☎０９５２　８４７６）

Q どんな人が後期高齢者医療の
対象になるの？

A

64

後期高齢者医療被保険者証
( 草　色 )

■
協
力
事
業
者
や
団
体
な
ど
を

募
集
し
ま
す

　『
事
業
者
登
録
申
請
書
』
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
協
力
事
業

者
と
し
て
登
録
し
、『
事
業
者
登

録
証
』
を
交
付
し
ま
す
。
協
力

事
業
者
と
し
て
登
録
さ
れ
た
事

業
者
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
（
公
表
を
希
望

し
な
い
場
合
を
除
き
ま
す
）。

●

問
合
先
　
長
寿
社
会
課
高
齢

福
祉
・
介
護
認
定
係

（
　
☎
㉓
２
１
６
２
）

　
市
で
は
、
地
域
住
民
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
者
と
連
携
し
て
高
齢

者
を
見
守
る
『
伊
万
里
市
高
齢

者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
』

を
始
め
ま
す
。

■
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は

　
協
力
事
業
者
が
日
常
業
務
の

中
で
高
齢
者
の
異
変
や
気
に
な

る
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
連
絡

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
高
齢
者
を

ゆ
る
や
か
に
見
守
る
も
の
で
す
。

協力事業者
コ ン ビ ニ、

郵便局、医

療機関、介

護事業者な

ど

協力団体
民生委員児

童委員連絡

協議会、医

師会など

協力機関
警察署、消防署など

地域包括支援センター・市へ連絡してください

見守り

見守り 見守り

たとえば、こんな時・・・
新聞が溜まっている、洗濯物が干しっぱなし、服装がおかしい  など

【 図 】見守りネットワークのイメージ

後期高齢者医療

被保険者証が届いたら
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インフォメーション

７月まで

所得区分
外　来

（個人単位）

外来＋入院

（世帯単位 ※2）

現役並み
所得者

44,400 円
80,100 円＋（医療
費− 267,000 円） 

×1% ※1

一　般 12,000 円 44,400 円

低所得者Ⅱ
区分Ⅱ

8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ
区分Ⅰ

8,000 円 15,000 円

　医療費の自己負担が高額になったとき、限度額を超えた分が高額療養費として支給される制度につい
て、国の制度改正に伴い、８月から 70 歳以上の自己負担限度額が下のように変わります。

国民健康保険・後期高齢者医療

高額療養費制度で 70 歳以上の人の自己負担限度額が変わります

➡

８月から平成 30 年７月まで

所得区分
外　来

（個人単位）

外来＋入院

（世帯単位 ※2）

現役並み
所得者

57,600 円
80,100 円＋（医療
費− 267,000 円） 

×1% ※1

一　般
14,000 円
( 年間限度額

144,000 円 )
57,600 円 ※1

低所得者Ⅱ
区分Ⅱ

8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ
区分Ⅰ

8,000 円 15,000 円

【現行（月額）】 【変更後】

※1　年４回以上該当した場合、４回目以降は 44,400 円

※2　後期高齢者医療と国民健康保険での世帯合算はできません。

平成 30 年８月からは、自己負担限度額の所得区分が細分化され、負担額が変わります。

● 問合先　長寿社会課医療保険係（ 　☎㉓２１５３）

65
歳
以
上
の
人
が
療
養
病
床
に
入
院
し
た
と
き
の
居
住
費

が
変
わ
り
ま
す

● 

問
合
先
　
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
５
３
）

９月まで

320 円／日

入院医療の必

要性が高い人
0 円／日

難病患者

10 月から平成 30 年３月まで

370 円／日

入院医療の必

要性が高い人
200 円／日

難病患者 0 円／日

平成 30 年４月から

370 円／日

入院医療の必

要性が高い人
370 円／日

難病患者 0 円／日

第１段階
住民税非課税世帯で老齢福祉年金の受

給者、または生活保護受給者

第２段階

住民税非課税世帯で合計所得金額、課

税年金収入額および非課税年金収入額

が 80 万円以下の人

第３段階 住民税非課税世帯で第２段階以外の人

⬇

⬇

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
を
交
付
し
ま
す

● 

問
合
先
　
長
寿
社
会
課
介
護
給
付
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
５
４
）

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
、
低
所
得
の
人
の
利
用
が
困
難

と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
申
請
に
よ

り
、
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
を
交
付
し
ま
す
。
認
定
証
が
あ

れ
ば
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合
の
食
費
、
居
住
費
の
利
用

者
負
担
金
が
、
所
得
に
応
じ
た
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
認
定
を
受
け
て
い
た
人
も
、
認

定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま

で
な
の
で
、
８
月
以
降
に
つ
い
て

は
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※ 次のいずれかに該当する人は対象になりません。

　①住民税非課税世帯でも、世帯分離している配偶

　　者が住民税を課税されている人

　②住民税非課税世帯でも、預貯金などが一定額を超

　　える人（単身 1,000 万円、夫婦 2,000 万円）
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● 問合先　長寿社会課介護給付係（ 　☎㉓２１５４）

65 歳以上の人の介護保険料を減免します

　介護保険料の特別徴収（年金からの天引き）は、４・６・８月に『仮徴収』、10・12・２月に『本徴収』
として納めていただいています。しかし、所得の変動などで仮徴収額と本徴収額が大きく異なる場合は、
特別徴収額が年間を通じて できるだけ均等になるように、８月分の介護保険料の仮徴収額を変更します。

■　仮徴収・本徴収とは何ですか

■　平準化とは何ですか

　仮徴収額は、原則として前年度２月分の特別徴収額と同額になりますが、所得段階の変動などにより保険料段階が
変わると、仮徴収額と本徴収額の差が大きくなる場合があります。このままでは、１年間の保険料徴収額が仮徴収と
本徴収で偏ったままになってしまいます。そのため、１年間を通じて保険料徴収額ができるだけ均等になるように、
すでにお知らせしている８月の徴収額を変更することを『平準化』といいます。

● 例（平成 29 年度、年額 92,880 円の場合）

▷平準化しない場合

　　　　　　　　　↓

▷平準化した場合

※ 上記は例ですので、前年度の保険料段階や仮徴収額により、各徴収月の保険料額は異なります。
※ ７月中旬に平成 29 年度の介護保険料納入通知書兼特別徴収決定通知書を郵送します。内容を確認してください。

介護保険料（特別徴収）を平準化します

仮徴収 本徴収
４ 月 ６ 月 ８ 月 10 月 12 月 ２ 月

前年の所得が確定するまでは、前年度の保険料額をも
とに仮に算定された金額で納めていただきます（金額
は被保険者ごとにお知らせしています）。

確定した年間保険料額から仮徴収分としてすでに納め
た分を引いた金額を３回に分けて納めていただきます

（金額は７月にお知らせします）。

● 問合先　長寿社会課介護給付係（　 ☎㉓２１５４）

市では、65 歳以上の人で介護保険料の納付が困難な人について、保険料を減免（軽減）します。

■　どんな人が減免されますか

　介護保険料の保険料段階が第２段階または第３段階で、次の要件をすべて満たしていると認められる人は、保険料
が第１段階の額（年額 34,836 円）に減免されます。
▷預貯金および有価証券の合計額が 150 万円以下の人
▷市民税が課税されている人と同一生計でなく、扶養されていない人
▷不動産などの資産を活用して、なお生活が困窮している人
▷本人および世帯員の前年の収入金額（遺族年金や障害年金などの非課税収入を含む）の合計額が 100 万円（世帯
　員１人につき 40 万円を加算する）以下の人
※ 65 歳に達した日以降に、下記のような非自発的な理由で離職する介護保険の第１号被保険者については、減免の

対象になる場合があります。
▷企業の倒産・解雇などによって再就職の準備をする時間的な余裕がなく離職を余儀なくされた人
▷派遣・契約社員など、期間に定めのある労働契約が更新されなかったことなどを理由として離職した人

■　手続きはどうするのですか

　介護保険料の減免については、申請が必要です。７月末までに市役所で手続きをしてください。手続きをする際は、
印鑑や医療保険証、年金などの収入を証する書類などを持参してください。詳しくは、上記へ問い合わせてください。

４ 月 ６ 月 ８ 月 10 月 12 月 ２ 月

17,500 円 17,500 円 17,500 円 13,580 円 13,400 円 13,400 円

４ 月 ６ 月 ８ 月 10 月 12 月 ２ 月

17,500 円 17,500 円 11,200 円 15,680 円 15,500 円 15,500 円
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７
月
は
、
内
閣
府
が
主
唱
す
る

『
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国

強
調
月
間
』
で
す
。

　
国
や
県
、
市
町
、
関
係
団
体
に

地
域
の
人
た
ち
を
加
え
た
有
機
的

な
連
携
の
も
と
に
、
青
少
年
の
規

範
意
識
の
醸
成
や
青
少
年
を
取
り

巻
く
社
会
環
境
の
浄
化
を
図
る
た

め
の
運
動
・
諸
活
動
を
展
開
し
、

青
少
年
の
非
行
・
犯
罪
被
害
の
防

止
と
保
護
の
徹
底
を
図
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
夏
休
み
を
前
に
子

ど
も
を
非
行
や
犯
罪
被
害
か
ら

守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
月
間
中
の
運
動
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
７
月
は
、
法
務
省
が
主

唱
す
る
『「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ

ラ
～
』
の
強
調
月
間
で
も
あ
り
ま

す
。
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立

ち
直
り
を
支
え
る
活
動
や
、
犯
罪

や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
地
域

社
会
で
支
え
る
活
動
が
全
国
で
展

開
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●

重
点
課
題

①
子
ど
も
の
性
被
害
の
防
止

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係

る
非
行
及
び
犯
罪
被
害
防
止

対
策
の
推
進

③
有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

④
薬
物
乱
用
対
策
の
推
進

⑤
不
良
行
為
及
び
初
発
型
非
行

（
犯
罪
）
等
の
防
止

⑥
再
非
行
（
再
犯
）
の
防
止

⑦
い
じ
め
・
暴
力
行
為
等
の
問

題
行
動
へ
の
対
応

７
月
は
『
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月

間
』『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
』
で
す

●

問
合
先
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
　
☎
㉓
２
６
５
８
）

熱 中 症 に ご 用 心

脇の下・太もものつけ
ねなどを冷やす

飲めるようであれ
ば水分を少しずつ
頻回に取らせる

水
分

８月から高額介護サービス費の利用者負担上限額が変わります

● 問合先　長寿社会課介護給付係（　 ☎㉓２１５４）

　同じ月に利用した介護サービスの利用者負担の合計額が一定額を超えた場合、超えた分が『高額介
護サービス費』として支給されます。この利用者負担の上限額は、下記の区分で分かれており、この
うち『一般世帯』の上限額が、37,200 円から 44,400 円に変わります。

区　　　分 上　限　額

現役並所得者がいる世帯 44,400 円

市民税課税世帯
※ ８月から 44,400 円

７月まで 37,200 円

世帯全員が市民税非課税で、下記以外 24,600 円

世帯全員が市民税非課税で、本人の合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円以下 15,000 円

世帯全員が非課税で、生活保護、老齢福祉年金の受給者 15,000 円

※ ただし、１割負担の被保険者のみの世帯には、平成 29 年８月から３年間に限り、年間（８月〜翌年７月）の

上限額を 446,400 円（37,200 円 ×12 か月）とする緩和措置があります。

　熱中症は外で運動や仕事をした時になるも
のと思っていませんか。実は家の中でじっと
していてもなることがあります。

▷部屋の温度をこまめにチェックする
▷室温が 28 度を超えないように、エアコンや
　扇風機を上手に使う
▷のどが渇かなくてもこまめに水分を補給する
▷外出時は体をしめつけない涼しい服装で、日
　よけ対策をする
▷日頃から栄養バランスの良い食事と体力づく
　りをする
▷無理をせず、適度に休憩をとる

▷涼しい場所へ移し、衣服を緩め、安静に寝か
せる

▷エアコンをつけ、扇風機やうちわで
　風をあて、体を冷やす

■ 熱中症になったときは（応急処置）

● 問合先　伊万里消防署消防２課救急係

（☎㉓１１９９）

■ 熱中症の予防法
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ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
５
月
１
日
〜
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

《
福
祉
基
金
》

▼

五
千
円

　
一
般
財
団
法
人
佐
賀
県
遺
族
会

▼

三
千
円

伊
万
里
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

《
教
育
振
興
奨
励
基
金
》

▼

三
十
万
円

　
松
尾
宏
子
（
松
浦
町
東
分
）

▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

あ
る
『
さ
か
え
菓
子
舗
』
の
内
田

剛
さ
ん
が
出
品
し
た
『
ふ
ん
わ
り

く
っ
き
ぃ
』
が
厚
生
労
働
大
臣
賞

を
受
賞
し
、
６
月
13
日
、
塚
部
芳

和
市
長
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

市
内
で
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
す
。

　
つ
な
ぎ
を
工
夫
し
て
文
字
通
り

口
の
中
で
ふ
ん
わ
り
溶
け
る
よ
う

に
で
き
あ
が
っ
た
ク
ッ
キ
ー
。
黒
米

や
梨
な
ど
伊
万
里
の
食
材
を
使
っ

た
５
種
類
の
味
が
あ
り
、
内
田
さ

ん
は
「
梅
や
ぶ
ど
う
な
ど
に
も
挑

戦
し
て
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

さ
か
え
菓
子
舗
の
内
田
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
賞

を
受
賞

　
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
『
第
27
回
全
国
菓
子
大

博
覧
会
・
三
重
』
で
、
立
花
町
に

塚部市長（左）に賞状や出品した
お菓子などを披露する内田さん

　横浜・福岡で

　　　　　『伊万里フェア』を開催
● 問合先　観光課伊万里ブランド係（　 ☎㉓２１１０）

　ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテ
ルで、伊万里産の食材を使った限定のコース料理な
どが楽しめる『伊万里フェア』を開催します。
　期間中は、一部のメニューが伊万里焼の器で提供
されるほか、会場となるレストランには観賞用の伊
万里焼を展示します。
　また、博多湾を周遊するソラリアリゾートシップ

『マリエラ』でも『伊万里フェア』を開催中。伊万里
が誇る特産品の味と魅力を楽しむことができます。

■ ヨコハマ グランド
　インターコンチネンタル ホテル
● 期　間　７月１日（土）〜８月 31 日（木）
● 所在地　横浜市西区みなとみらい

■ ソラリアリゾートシップ『マリエラ』
● 期　間　７月 31 日（月）まで
● 発着地　ベイサイドプレイス博多ふ頭　第１ターミナル
　　　　　（福岡市博多区築港本町）

ソ ラ リ ア リ ゾ ー ト
シップ『マリエラ』

７月 23 日（日）には企画イベ
ント『伊万里グルメクルーズ』
を開催します。伊万里の食材を
使ったディナーコースをモダ
ンジャズの生演奏とともに楽
しめるほか、伊万里の特産品が
当たる抽選会があります。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封

　
伊
万
里
港
は
昭
和
42
年
６
月

１
日
に
、
関
税
法
に
基
づ
く
港

の
指
定
を
受
け
、
貨
物
の
輸
出

入
や
外
国
の
貿
易
船
の
出
入
港

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
歳
月

は
経
ち
、
今
年
は
開
港
50
周
年

の
記
念
の
年
。
昭
和
42
年
と
言

え
ば
、
７
月
９
日
に
死
者
12
人

に
及
ぶ
未
曾
有
の
大
水
害
に
襲

わ
れ
、
市
の
歴
史
の
中
で
最
も

苦
難
な
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
明
る
い
展

望
と
し
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
伊

万
里
湾
沿
岸
に
は
、
木
材
関
連

企
業
が
相
次
い
で
進
出
し
ま
し

た
が
、
原
料
の
ラ
ワ
ン
材
を
輸

入
す
る
た
め
に
港
の
指
定
が
必

要
と
さ
れ
た
の
で
す
。
開
港
指

定
記
念
式
典
で
記
念
碑
の
除
幕

が
行
わ
れ
、
石
碑
の
裏
に
は
「
記

念
碑
の
下
に
カ
プ
セ
ル
が
埋
設

さ
れ
て
い
る
の
で
、
２
０
１
７

年
の
時
の
市
長
と
開
港
指
定
時

に
生
誕
さ
れ
た
８
人
の
立
会
の

上
開
封
せ
よ
」
と
の
趣
旨
が
当

時
の
山
口
正
次
市
長
名
で
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
時
の

資
料
に
は
同
年
に
誕
生
し
た
８

人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
母
親
に
抱
か

れ
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
埋
設
に

立
ち
会
わ
れ
た
と
記
さ
れ
て
お

り
、
山
口
市
長
も
粋
な
こ
と
を

さ
れ
た
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
碑
文
の
と
お
り
６
月
１
日
の

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
に
あ

た
っ
て
は
、
石
碑
に
刻
ま
れ
た

８
人
と
そ
の
家
族
の
所
在
が
確

認
で
き
、
当
日
は
50
歳
に
な
ら

れ
た
大
川
内
新あ
ら
た

さ
ん（
松
浦
町
）

ら
と
一
緒
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

を
取
り
出
し
ま
し
た
。
保
存
状

態
は
比
較
的
良
好
で
、
中
か
ら

当
時
の
新
聞
や
水
害
の
記
録
、

港
の
写
真
な
ど
が
出
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
皆
さ
ん
に
も

見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
市
民

図
書
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
担
当
課
長
で
元
助
役

の
富
村
繁
雄
さ
ん
は
「
ま
さ
か

50
年
後
に
自
分
が
こ
の
よ
う
に

立
会
え
る
と
は
感
激
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
先
人
達
の
伊

万
里
港
に
か
け
る
強
い
思
い
を

感
じ
、
50
年
後
も
発
展
し
て
い

る
伊
万
里
港
を
つ
く
ら
ね
ば
と

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

市長雑感

伊万里市長

塚部 芳和
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暮 ら し の チ ャ ン ネ ル

l i f e  c h a n n e l

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

し
て
予
約
の
上
、
唐
津
年
金
事
務

所
で
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

●

年
金
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
‐

０
５
‐

１
１
６
５ 

●

問
合
先
　
唐
津
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
５
５
　
５
１
６
１
）

●

期
　
間
　
７
月
21
日
（
金
）
〜

８
月
31
日
（
木
）

●

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●

入
場
料
　

▽
大
人
　
２
０
０
円

▽
小
人
（
高
校
生
以
下
） 

１
０
０
円

●

施
設
概
要
　
プ
ー
ル
３
面
（
各
15

　
㍍
×
20
㍍
、
水
深
30
・
60
・
90
㌢
）

●

問
合
先
　
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
（
　
☎
㉓
３
１
８
７
）

●

場
　
所
　
多
々
良
海
岸（
木
須
町
）

※
駐
車
場
は
、
牧
島
公
民
館
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
　
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
ス
ク
ー
ル
受
講
生
が
不
動
産

オ
ー
ナ
ー
に
向
け
て
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。
一
般
の
人
も

参
加
で
き
ま
す
。

●

日
　
時
　
７
月
16
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
図
書
館

●

参
加
料
　
無
　
料

●

問
合
先
　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち

づ
く
り
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の

に
必
要
な
加
入
期
間
（
受
給
資
格

期
間
）
が
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮

さ
れ
ま
す
。
日
本
年
金
機
構
で
は
、

対
象
者
に
黄
色
の
封
筒
（
Ａ
４
サ

イ
ズ
）
に
入
っ
た
請
求
手
続
用
紙

を
送
っ
て
い
ま
す
。
制
度
の
開
始

は
８
月
１
日
か
ら
で
、
最
も
早
い

年
金
の
支
払
い
は
10
月
で
す
。
ま

だ
請
求
手
続
を
し
て
い
な
い
人

は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話

　
皆
さ
ん
の
意
見
や
提
案
な
ど
を

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
生
か
し

て
い
く
た
め
、
市
長
が
直
接
町
へ

出
向
き
、
生
の
声
を
聞
き
ま
す
。

ま
た
、
夢
や
希
望
、
ア
イ
デ
ア
な

ど
は
平
成
29
年
度
か
ら
策
定
す
る

『
第
６
次
伊
万
里
市
総
合
計
画
』
の

参
考
に
し
ま
す
。

●

日
時
・
場
所

▽
７
月
19
日
（
水
）
松
浦
公
民
館

▽
７
月
25
日
（
火
）
南
波
多
公
民
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜

８
時
30
分

●

意
見
交
換
の
主
な
内
容
　

▽
人
口
減
少
へ
の
対
応
（
対
策
）

▽
若
者
が
定
住
す
る
ま
ち
づ
く
り

▽
女
性
が
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

▽
地
域
活
動
が
活
発
な
ま
ち
づ
く
り

▽
各
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
事
例

▽
各
町
に
お
け
る
課
題
　
な
ど

●

問
合
先

　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
　
☎
㉓
２
１
３
３
）

●

対
象
者

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

市
長
と
語
ろ
う
『
伊
万
里

の
夢
づ
く
り
』
座
談
会

２
級
の
人

▽
療
育
手
帳
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
人

▽
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ
療

育
手
帳
Ｉ
Ｑ
50
以
下
の
人

●

受
付
開
始
日
　
７
月
18
日
（
火
）

●

受
付
場
所
　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

●

持
参
す
る
も
の
　
受
給
資
格
証
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
、
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、

預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
名
義

の
も
の
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ

か
る
も
の
（
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

※
代
理
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人

の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

※
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
し
た
人
は
、
平
成
29
年
１
月

１
日
現
在
の
住
所
地
で
発
行
さ

れ
た
平
成
28
年
中
の
所
得
課
税

証
明
書
も
必
要
で
す
。

●

受
付
・
問
合
先
　
福
祉
課
社
会

　
福
祉
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

　『
生
き
て
い
る
化
石
』
カ
ブ
ト

ガ
ニ
の
産
卵
の
観
察
会
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
、
伊
万
里
高
校
理

化
・
生
物
部
に
よ
る
解
説
が
あ
る

ほ
か
、
市
内
の
小
・
中
学
生
や
高

校
生
が
、
卵
か
ら
約
１
年
間
飼
育

し
た
幼
生
を
放
流
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
７
月
23
日
（
日
）

▽
観
察
会
　
午
前
９
時
30
分

▽
幼
生
の
放
流
　
午
後
３
時

重
度
障
害
者
医
療
費

受
給
資
格
証
更
新
手
続

『
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

＠
伊
万
里
』
公
開
プ
レ
ゼ
ン

お
知
ら
せ

カ

ブ

ト

ガ

ニ

の

産

卵

を

観み

る

会

７月 11 日（火）～20 日（木）

　　１. 飲酒運転の根絶
　　２. 子どもと高齢者の交通事故防止
　　３. 追突事故の防止

☆交通事故発生状況〔６月 18 日現在〕
　　　　　　　　　　   前年同期比
　  ・人身事故　229 件  （− 18 件）
　  ・死　　者　　 3 人  （＋　2 人）
　  ・傷　　者　310 人  （−　3 人）

夏の交通安全県民運動

運動の重点

老

齢

基

礎

年

金

の

請

求

手

続

国
見
台
子
ど
も
用
プ
ー
ル

今
年
も
営
業
し
ま
す

72

募

集

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

222017.7 広報伊万里



暮らしのチャンネル

を
各
区
の
駐
在
員
の
皆
さ
ん
に
配

付
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、

市
の
条
例
に
基
づ
き
、
十
分
に
注

意
し
て
、
慎
重
に
取
り
扱
う
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

●

問
合
先
　
総
務
課
行
政
係

（
☎
㉓
２
１
２
３
）

　
伊
万
里
市
政
治
倫
理
条
例
に
基

づ
き
提
出
さ
れ
た
、
市
長
お
よ
び

市
議
会
議
員
の
資
産
等
報
告
書
を

公
開
し
ま
す
。

●

公
開
書
類

▽
資
産
等
変
更
報
告
書

▽
平
成
28
年
所
得
等
報
告
書

▽
関
連
会
社
等
報
告
書

●

閲
覧
場
所
　
議
会
事
務
局

●

閲
覧
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　
は
除
き
ま
す
。

●

問
合
先
　
議
会
事
務
局
庶
務
係

（
　
☎
㉓
２
５
９
４
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
茶
道

の
世
界
に
触
れ
、
日
本
の
伝
統
文

化
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
子
ど
も
茶
道
教
室
に
よ

る
『
納
涼
お
呈
茶
会
』
が
行
わ
れ

ま
す
。

●

日
　
時
　
７
月
27
日
（
木
）

　
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

●

場
　
所
　
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

　
習
係
（
　
☎
㉓
３
１
８
６
）

●

日
　
時
　
７
月
15
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●

場
　
所
　
佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ

　
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
万
里

サ
テ
ラ
イ
ト
（
山
代
町
久
原
）

●

内
　
容
　

▽
実
験
プ
ラ
ン
ト
（
海
洋
温
度
差

発
電
、
波
力
発
電
、
潮
流
発
電

装
置
な
ど
）
の
見
学

▽
模
型
に
よ
る
発
電
の
実
演

▽
施
設
紹
介
ビ
デ
オ
の
上
映

●

日
　
時
　
７
月
17
日
（
月
・
祝
）

午
前
８
時

●

場
　
所
　
瀬
戸
町
サ
イ
ク
リ
ン

グ
コ
ー
ス
と
多
々
良
、
波
瀬
、

久
原
の
各
海
岸

※
参
加
す
る
人
は
、
事
前
に
環
境

　
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

　
推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

　
市
で
は
、
駐
在
員
業
務
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
そ
の
区
に
住

所
が
あ
る
世
帯
の
住
所
や
世
帯

主
、
世
帯
員
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
を
記
載
し
た
『
世
帯
台
帳
』

子育て支援センターに
遊びにきませんか

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、

歌や簡単な製作などを行います。

▷日　時　７月 19 日（水）

　　　　午前 10 時〜正午

▷場　所　市民図書館ホール

②お誕生会（要申込）
７月生まれの乳幼児とその保護者

▷日　時　７月 26 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜正午

▷場　所　子育て支援センターぽっぽ

◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

駐
在
員
に
対
す
る

世
帯
台
帳
の
配
付

市

長
・

市

議

会

議
員
の
資
産
公
開

子
ど
も
茶
道
教
室

納

涼

お

呈

茶

会

伊
万
里
湾
岸
清
掃
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
休
憩

施
設
の
予
約
受
付
中

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

セ
ン
タ
ー
施
設
見
学
会

『地球に触れる夏休み in 伊万里』

　地球温暖化問題を中心とした環境問題につ
いて関心を持ってもらうための夏休み特別企
画です。楽しみながら学んで、普段の生活の
中で省エネや省資源に取り組んでみませんか。

● 日　時　８月１日（火）〜６日（日）
午前 10 時〜午後４時

● 場　所　市民図書館
● 内　容　デジタル地球儀の展示、日替わり体

　　　　験講座など
※日替わり体験講座の内容は、後日ホームペー

ジ（http://ondanka-boushi.net/）でも公開
されます。また、小・中学生などにはチラシ
でお知らせします。

● 参加料　無　料
● 問合先　佐賀県地球温暖化防止活動セン
　　　　　ター（☎０９５２）　９１９２37

は
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
☎
㉓
２
８
８
５
）

●

開
設
期
間
　
７
月
２
日
（
日
）
〜

８
月
27
日
（
日
）

●

受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

●

申
込
・
問
合
先

▽
７
月
１
日
ま
で
（
開
設
期
間
前
）

　
観
光
課
観
光
戦
略
室

（
　
☎
⑳
９
０
３
１
）

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
き
ま
す
。

▽
７
月
２
日
以
降
（
開
設
期
間
中
）

　
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
管
理
事
務
所

（
☎
０
８
０
‐

３
９
０
３
‐

８
４
１
０
）

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

夏休み特別企画

お

知

ら

せ

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

▽
燃
料
電
池
車
の
展
示
・
試
乗

▽
絵
は
が
き
コ
ン
テ
ス
ト
の
展

示
・
表
彰
、
公
開
講
座
の
開
催

●

参
加
料
　
無
　
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●

問
合
先
　
佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
万
里

サ
テ
ラ
イ
ト
（
☎
⑳
２
１
９
０
）

　
法
務
局
で
は
、
５
月
29
日
か
ら

金
融
機
関
な
ど
に
提
出
す
る
法
定

相
続
人
に
関
す
る
大
量
の
戸
除
籍

謄
本
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
法

定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し
を
作

成
し
、
証
明
す
る
手
続
き
を
始
め

ま
し
た
。
手
続
き
に
関
す
る
相
談
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暮らしのチャンネル

広告

●

内
　
容
　

▽
講
義
（
子
ど
も
の
心
身
の
発
達

や
食
生
活
、
緊
急
時
の
応
急
処

置
な
ど
）

▽
実
習
（
市
内
保
育
園
）

●

受
講
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数
　
10
人
程
度

●

応
募
期
限
　
７
月
10
日
（
月
）

●

応
募
・
問
合
先
　
福
祉
課
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
っ
ぽ

（    

☎
㉓
５
１
９
７
）

●

日
　
程

　
８
月
25
日
（
金
）
〜
28
日
（
月
）

※
事
前
研
修
　
８
月
19
日
（
土
）

●

場
　
所

　
黒
田
代
野
営
場
（
山
代
町
）

●

内
　
容
　
野
外
炊
飯
、
キ
ャ
ン
プ

　
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

●

対
象
・
募
集
人
数
・
参
加
料

▽
小
学
４
〜
６
年
生

　
40
人
（
先
着
順
）・
３
０
０
０
円

（
食
材
購
入
費
・
研
修
物
品
費
・

傷
害
保
険
料
と
し
て
）

※
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
ま
す
（
20

歳
以
上
の
市
民
で
、
青
少
年
活

動
に
興
味
が
あ
る
人
）。

●

応
募
期
限
　
７
月
28
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先
　
青
少
年
セ
ン

タ
ー
（
　
☎
㉓
２
６
５
８
）

※
参
加
者
の
応
募
は
、
各
町
公
民

館
で
も
で
き
ま
す
。

※
商
品
や
金
銭
の
管
理
は
出
店
者

の
責
任
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
、
駅
前
市
営
駐
車
場

な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
法
令
で
販
売
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
も
の
や
、
公
序
良
俗
に
反
す

る
も
の
は
販
売
で
き
ま
せ
ん
。

※
出
店
者
は
事
務
局
が
申
込
書
を

確
認
の
う
え
決
定
し
、
７
月
24

日
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

●

応
募
期
限
　
７
月
18
日
（
火
）

●

応
募
・
問
合
先
　
観
光
課
観

光
戦
略
室
内
　
伊
万
里
の
夏
・

ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
　
☎
⑳
９
０
３
１
）

　
あ
な
た
の
子
育
て
経
験
を
生
か

し
て
、
地
域
の
子
育
て
を
支
援
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●

対
象
者
　
子
育
て
支
援
に
関
心

を
持
つ
市
民
で
、
保
育
士
の
資

格
や
子
育
て
経
験
が
あ
る
人

※
年
齢
や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
登
録
講
習
会

●

日
　
時
　

▽
７
月
12
日
（
水
）

午
前
９
時
40
分
〜
午
後
４
時

▽
７
月
13
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
７
月
14
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

日
　
時
　
７
月
13
日
（
木
）

　
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
15
分

●

場
　
所
　
伊
万
里
農
林
高
校

●

販
売
物
　
ト
マ
ト
、
黒
米
パ
ン
、

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、
ク
ッ
キ
ー
、

み
そ
な
ど

●

問
合
先
　
伊
万
里
農
林
高
校
・

藤
（
☎
㉓
４
１
３
８
）

　
７
月
は
『
バ
ス
車
内
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
期
間
で
す
。
転

倒
な
ど
に
よ
る
け
が
を
防
ぐ
た
め
、

降
車
の
際
は
、
バ
ス
が
停
留
所
に

着
い
て
扉
が
開
い
て
か
ら
席
を
立

ち
ま
し
ょ
う
。
立
っ
た
ま
ま
乗
車

す
る
場
合
は
、
つ
り
革
な
ど
に
し
っ

か
り
つ
か
ま
り
ま
し
ょ
う
。
高
速

道
路
走
行
時
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●

問
合
先
　
一
般
社
団
法
人
佐
賀

　
県
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
協
会

（
☎
０
９
５
２
㉛
２
３
４
１
）

お
知
ら
せ

　
市
内
外
を
問
わ
ず
、
元
気
な

女
性
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

●

開
催
日
　
８
月
６
日
（
日
）

●

資
　
格
　
高
校
生
以
上
の
女
性

※
高
校
生
は
、
学
校
や
保
護
者
の

同
意
が
必
要
で
す
。

●

応
募
方
法
　
電
話

●

応
募
期
限
　
７
月
18
日
（
火
）

●

応
募
・
問
合
先
　
観
光
課
観

光
戦
略
室
内
　
伊
万
里
の
夏
・

ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
　
☎
⑳
９
０
３
１
）

●

日
　
時
　
８
月
６
日
（
日
）

　
午
後
１
時
〜
９
時
（
雨
天
中
止
）

●

場
　
所
　
伊
万
里
駅
前
公
園

●

区
画
数
　
５
区
画
（
１
区
画
当
た

り
３
㍍
×
３
㍍
）

●

出
店
料
　
無
　
料

●

応
募
方
法
　
観
光
戦
略
室
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
を
、
メ
ー

ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込

用
紙
は
観
光
戦
略
室
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き

ま
す
。 募

　
　
集

ど
っ
ち
ゃ
ん
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

『
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
』

参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ

バ

ス

車

内

事

故

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

学
校
生
産
物
直
売

旬
の
駅
『
の
う
り
ん
』

ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り

女
み
こ
し
担
ぎ
手

子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
提
供
会
員

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

ダイア不動産㈱は、お陰様で創業33年を迎えました。地元伊万里を中心とした不動産のことならお任せ下さい！

人・街‐未来

新天町666（伊万里駅前）20120‐316‐7832

広告
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暮らしのチャンネル

●

対
　
象
　『
体
を
動
か
す
』、『
作

る
』、『
学
ぶ
』
な
ど
の
指
導
が
で

き
る
20
歳
以
上
の
市
民
お
よ
び

近
隣
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人

●

応
募
方
法
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参

●

講
座
の
開
催
　
選
考
し
、
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

▽
受
講
料
・
指
導
者
謝
金

　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
希
望
事

項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
選

考
後
、
協
議
し
て
決
定
し
ま
す
。

▽
会
場
使
用
料
　
無
　
料

▽
受
講
者
募
集
時
期
　
10
月
〜
12
月

※
開
催
時
期
が
平
成
30
年
以
降
の

場
合
は
、
２
か
月
前
ま
で
に
募

集
し
ま
す
。

●

募
集
期
限
　
７
月
31
日
（
月
）

●

応
募
・
問
合
先
　
市
民
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
㉒
３
９
１
１
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　s

h
im

in
-

se
n
ta

@
city

.im
a
ri.lg

.jp

●

職
　
種
　
薬
剤
師

●

受
験
資
格
　
昭
和
55
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
薬

剤
師
の
免
許
を
取
得
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
31

● 日　時　８月 26 日（土）、31 日（木）
　　　　　午前 10 時 20 分〜午後３時 30 分
● 集合場所　伊万里ふるさと村
● 内　容　梨と巨峰のフルーツ狩り体験（お土産付き）、伊万

里牛とさくらポークの焼き肉、大川内山の風鈴まつりなど、
伊万里でグリーンツーリズムを体験する日帰りバスツアー

● 参加料　5,990 円（昼食代、体験料、バス代込）
● 募集人数　10 人程度
● 受付期間　７月 10 日（月）〜８月 18 日（金）
※ 募集人数に達ししだい締め切り
● 企画・運営・主催　クラブツーリズム株式会社九州旅行センター
※市内からの参加者のほかに、福岡市近郊からの参加者が同

行します。
※詳しい旅行条件を確認してもらう必要があるため、この記

事をもっての申し込みは受け付けられません。詳細は下記ま
で問い合わせてください。

● 問合先　観光課グリーン・ツーリズム係（　 ☎㉓２１１０）

日帰り体験バスツアー
『畑の中のレストラン』（第１回）

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

●

採
用
予
定
人
数
　
３
人
程
度

●

採
　
用
　
平
成
30
年
４
月
１
日

●

受
付
期
間

　
７
月
３
日
（
月
）
〜
18
日
（
火
）

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
き
ま
す
。

●

試
　
験

▽
試
験
日
　
７
月
26
日
（
水
）

▽
会
　
場
　
伊
万
里
有
田
共
立
病
院

▽
試
験
内
容
　
適
性
検
査
、
作
文
、

面
接

※
申
込
書
・
試
験
案
内
は
左
記
で

配
布
し
ま
す
。
郵
送
で
の
請
求

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

申
込
・
問
合
先
　
伊
万
里
有
田
共

立
病
院
事
務
局
（
☎
　
２
１
２
１
）

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内

在
住
の
人
で
、
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
毎
月
行
っ
て

い
る
入
会
説
明
会
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●

入
会
説
明
会
の
予
定
　
７
月
10

日
（
月
）、
８
月
10
日
（
木
）、

９
月
11
日
（
月
）、
10
月
10
日

（
火
）、
11
月
10
日
（
金
）、
12
月

11
日
（
月
）

●

費
　
用

▽
年
会
費
　
２
０
０
０
円

▽
保
険
料
一
部
負
担
　
６
０
０
円

▽
互
助
会
費
　
５
０
０
円

●

応
募
・
問
合
先
　
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
☎
　
㉓
３
４
７
１
）

●

募
集
訓
練
科
・
人
数

▽
機
械
加
工
技
術
科
（
若
年
者
訓

練
コ
ー
ス
）　
12
人

▽
電
気
設
備
施
工
科
　
18
人

●

訓
練
期
間

　
10
月
４
日
（
水
）
〜
平
成
30
年

３
月
29
日
（
木
）

●

場
　
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

※
毎
月
『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
』

を
実
施
中
。
平
日
は
、
施
設
を

見
学
で
き
ま
す
（
無
料
）。

●

受
講
料
　
無
　
料

●

応
募
資
格

　
新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と
す
る

人
で
、
受
講
意
欲
が
あ
り
、
公
共

職
業
安
定
所
長
か
ら
受
講
指
示

ま
た
は
推
薦
を
受
け
た
人

●

募
集
期
間

　
８
月
１
日
（
火
）
〜
30
日
（
水
）

●

筆
記
試
験
・
面
接
日

　
９
月
６
日
（
水
）

●

応
募
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　
佐
賀（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

会

員

職
業
訓
練
受
講
生

（
６
か
月
コ
ー
ス
）

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

指

導

者
（

講

師

）

伊

万

里

有

田

共

立

病

院

職

員

46

広告

お

知

ら

せ

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

市
民
図
書
館
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暮らしのチャンネル

●

職
　
種
　
介
護
支
援
専
門
員
・

保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・
看
護
師

●

職
務
内
容
　
介
護
保
険
に
お
け

る
要
支
援
者
等
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
な
ど

●

雇
用
形
態
　
嘱
託
職
員

●

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時
45
分
（
週
５
日
勤
務

で
土
・
日
曜
、
祝
日
は
休
み
）

●

募
集
人
数
　
２
人

●

選
考
方
法
　
面
接
（
随
時
実
施
）

※
履
歴
書
と
免
許
証
（
資
格
証
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
・
問
合
先
　
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
介
護
予
防
係

（
　
☎
㉓
２
１
５
５
）

●

業
務
内
容
・
募
集
人
数

　
有
田
川
浄
水
場
の
運
転
監
視

（
個
人
委
託
）　
１
人

●

委
託
期
間
　
８
月
１
日
〜
平
成

30
年
３
月
31
日

※
業
務
成
績
が
優
秀
な
場
合
は
契

約
の
更
新
が
あ
り
ま
す
。

●

年
齢
制
限
　
昭
和
29
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

募
　
　
集

●

応
募
方
法
　
水
道
部
備
え
付
け

の
募
集
要
項
を
確
認
、
了
承
の

う
え
、
履
歴
書
な
ど
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
間
　
７
月
３
日
（
月
）

〜
18
日
（
火
）

●

面
接
日
（
予
定
）　
７
月
下
旬

●

応
募
・
問
合
先
　
水
道
部
管
理

課
管
理
係
（
☎
㉓
５
４
９
０
）

　
水
田
農
業
お
よ
び
園
芸
農
業
の

担
い
手
が
行
う
、
農
業
経
営
に
必

要
な
機
械
・
施
設
の
整
備
を
補
助

し
ま
す
。

◆
さ
が
の
米
・
麦
・
大
豆
競
争
力

強
化
対
策
事
業

●

事
業
主
体
　
農
家
３
戸
以
上
が

含
ま
れ
る
団
体
、
集
落
営
農
組

織
、
特
定
農
業
法
人
、
認
定
農

業
者
な
ど

●

対
象
機
械
・
施
設
な
ど

　
田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
ト
ラ

ク
タ
ー
、
畦
塗
機
、
そ
の
他
特

に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
機
械
・

施
設

●

応
募
期
限
　
７
月
14
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先
　
農
業
振
興
課

営
農
流
通
係（

　
☎
㉓
２
５
５
７
）

◆
さ
が
園
芸
農
業
者
育
成
対
策
事
業

●

事
業
主
体
　
農
家
２
戸
以
上
が

含
ま
れ
る
団
体
、農
業
協
同
組
合
、

農
業
経
営
開
始
後
５
年
以
内
の

認
定
就
農
者
・
認
定
新
規
就
農
者
・

認
定
農
業
者
、
市
長
が
特
に
必
要

と
認
め
る
農
業
者

●

対
象
機
械
・
施
設
な
ど

　
園
芸
用
ハ
ウ
ス
、
長
寿
命
化
対

策
、
園
芸
振
興
に
お
い
て
政
策

的
に
必
要
な
施
設
・
機
械
・
装

置
・
資
材
な
ど

●

応
募
期
限
　
７
月
14
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先
　
伊
万
里
梨
課

伊
万
里
梨
係（

　
☎
㉓
２
５
５
７
）

※
採
択
要
件
な
ど
の
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

日
　
程
（
全
６
回
）

９
月
９
日
（
土
）、
30
日
（
土
）、
10

月
21
日
（
土
）、
11
月
25
日
（
土
）、

12
月
９
日
（
土
）、
16
日
（
土
）

●

場
　
所
　
伊
万
里
農
林
高
校

●

内
　
容
　
た
ま
ね
ぎ
定
植
・
収

穫
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
、
栗

拾
い
、
パ
ン
づ
く
り
、
木
工
細

工
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
づ
く

り
、
ミ
ニ
門
松
づ
く
り

●

対
　
象
　
市
内
ま
た
は
市
近
郊

　
に
住
む
親
子
（
祖
父
母
と
孫
の

組
み
合
わ
せ
で
の
参
加
も
可
）

●

募
集
人
数
　
10
組
（
１
組
当
た
り

　
最
大
３
人
ま
で
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

『
わ
く
わ
く
親
子
の
う

り
ん
教
室
』
受
講
者

●

受
講
料
　
１
組
５
０
０
円

※
開
催
内
容
に
よ
り
、
別
途
、
教

材
費
（
１
０
０
０
円
程
度
）
の

実
費
負
担
が
あ
り
ま
す
。

●

募
集
期
間
　

　
７
月
10
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先
　
伊
万
里
農
林

高
校
・
藤
（
☎
㉓
４
１
３
８
）

●

受
験
資
格

①
警
備
官

　
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で
、

高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い

人
。
ま
た
は
、
平
成
30
年
３
月

ま
で
に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

②
警
備
官
（
社
会
人
試
験
）

　
昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
（
①
に
規
定
す
る
期
間
が

経
過
し
た
人
に
限
る
）

※
①
、
②
と
も
に
人
事
院
が
条
件
に

準
ず
る
と
認
め
る
人
も
受
験
可

●

受
付
期
間
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
７
月
18
日
（
火
）
〜
27
日

（
木
）、
郵
送
・
持
参
は
７
月
18

日
（
火
）
〜
20
日
（
木
）

●

試
験
日
　
９
月
24
日
（
日
）

●

問
合
先

　
福
岡
入
国
管
理
局
総
務
課

　（
☎
０
９
２
‐
７
１
７
‐
５
４
２
０
）

入

国

警

備

官

地

域

包

括

支

援

セ
ン
タ
ー
嘱
託
職
員

平
成
30
年
度
農
業

佐
賀
県
単
独
事
業

有
田
川
浄
水
場
運
転

監
視
業
務
受
託
者

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集
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ら

せ
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暮らしのチャンネル

７月の巡回日
平和を願って

『習い事狂想曲』
おおたとしまさ／著

ポプラ社

３・10・17・24・31 日、27 日（館内整
理休館）

７月の休館日

日 巡 回 場 所 時　間 日 巡 回 場 所 時　間

11 日
・

25 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~ ４日
・

18 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
JA 滝野出張所 11:30~ 楽 寿 園 14:50~
国 見 公 民 館 14:00~ ケアセンターくちいし 15:10~
山 口 病 院 14:15~

５日
・

19 日
（水）

小石原公民館 11:00~
国見団地集会所 14:40~ 東 山 代 公 民 館 13:50~

12 日
・

26 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~ 向 陽 園 14:00~
伊万里松浦病院 14:00~ 伊万里鍋島焼会館 14:30~
西 田 病 院 14:40~ ７日

・
21 日
（金）

波多津公民館 11:30~

６日
・

20 日
（木）

西 光 苑 11:00~ JA 大 川 支 所 14:30~
ケアハウスいまり 11:30~ ７日 大 川 公 民 館 14:00~
市民センター 14:15~ 21 日 ユ ー ト ピ ア 14:00~

14 日
・

28 日
（金）

南波多公民館 11:20~ 13 日 ひ ま わ り 園 14:00~
田 代 公 民 館 11:30~ ※このほか保育園や小学校、

会社などを巡回しています。

※各巡回場所での滞在時間は、
15 〜 30 分です。

※悪天候などの場合は、巡回
を中止することがあります。

原屋敷公民館 13:40~
JA 前平出張所 14:00~

28 日 デ イ な が や ま 14:40~
14 日 グランパランいまり 14:40~

新刊案内

『スギナ屋敷のオバケ
さん　オバケとキツ
ネの術くらべ』

富安陽子／作
　　たしろちさと／絵　

　ひさかたチャイルド

　
ス
ギ
ナ
屋
敷
に
は
、
オ
バ
ケ
さ
ん

と
オ
バ
ケ
た
ち
が
住
ん
で
い
ま
す
。

オ
バ
ケ
さ
ん
は
あ
だ
名
で
、
オ
バ
ケ

た
ち
は
オ
バ
ケ
さ
ん
を
自
分
の
仲
間

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
日
、
オ

バ
ケ
さ
ん
は
仕
事
を
終
え
、
山
の
中

を
車
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
屋
敷
の

入
り
口
が
見
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
山

に
住
む
意
地
悪
な
ス
ミ
丸
ギ
ツ
ネ
の

仕
業
。
な
ん
と
オ
バ
ケ
さ
ん
に
術
く

ら
べ
を
挑
ん
で
き
た
の
で
す
。

　
こ
の
本
は
、『
習
活
』
＝
習
い
事
に

関
し
て
親
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
連
の
活
動
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い

ま
す
。
豊
富
な
経
験
を
積
ま
せ
よ
う

と
、
子
ど
も
に
ど
ん
な
習
い
事
を
さ

せ
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
と
悩
む
親
は

多
い
は
ず
。
知
識
量
や
思
考
力
、
表

現
力
な
ど
幅
広
い
能
力
が
求
め
ら
れ

る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
現
代
の
習
い

事
の
常
識
と
現
実
を
理
解
し
た
上
で
、

子
ど
も
の
習
い
事
を
選
び
ま
せ
ん
か
。

　終戦から 70 年以上が経ち、戦争の記憶
を語る人は少なくなっています。戦争の記
憶を残し、平和について考えようと、朗読
ボランティア『草ひばり』による朗読の会
を開催します。
▷日　時　８月５日（土）午後１時 30 分
▷場　所　洋会議室

● 問合先　市民図書館（　 ☎㉓４６４６）

地球に触れる夏休み in 伊万里

　環境問題やその対策を楽しみながら学べ
るイベントが開催されます。この夏は、環
境について考えてみませんか。
▷期　間　８月１日（火）〜６日（日）
▷場　所　図書館ホールほか

TEL 0955-22-5188
FAX 0955-22-5189

http://www.yamain.com/
post@yamain.comYAMAGUCHI

PRINTING

CO.,LTD

広告
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暮らしのチャンネル

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
29
年
４
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
７
月
27
日
（
木
）

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
パ
ッ
ク
を
贈
り
ま
す
。

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
27
年
12
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
７
月
13
日
（
木
）

※
希
望
に
よ
り
フ
ッ
素
塗
布
を
行

い
ま
す
（
３
０
０
円
）。

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
25
年
11
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
７
月
20
日
（
木
）

※
い
ず
れ
も
、
受
付
時
間
は
午
後

１
時
〜
１
時
30
分
、
場
所
は
市

民
セ
ン
タ
ー
で
す
。

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

●

問
合
先
　
健
康
づ
く
り
課
（
　
☎
㉒
３
９
１
６
）

※
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、
正
午

か
ら
で
き
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
・
期
日

▽
平
成
28
年
12
月
生
ま
れ

７
月
５
日
（
水
）

▽
平
成
29
年
１
月
生
ま
れ

８
月
９
日
（
水
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時

30
分
（
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、

正
午
か
ら
）

▼
場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
、
身

体
計
測
、
育
児
相
談

◆期　日　７月 24 日（月）
◆受付時間
　午前９時 30 分〜 11 時
◆対　象　妊産婦・乳幼児
◆内　容　身体計測、離乳食、む

し歯予防などの育児相談

◆日　時　７月 21 日（金）
　午後３時〜４時 30 分

◆内　容　妊娠・出産・育児期
に知っておきたい食べ物のこ
となど

※事前の申し込みが必要です。

◆日　時　７月４日（火）
　午前９時 30 分〜午後３時

※予約が必要です。
※ 次回は８月８日（火）

◆日　時　７月 11 日（火）
　午前９時〜正午、

午後１時〜３時
◆対　象　40 歳未満
◆内　容　臨床心理士による個
　別・訪問相談（１人１時間程度）
※予約が必要です。

※場所は、いずれも市民センター
です。

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

ストレスケア相談

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

７

か

月

児

相

談

休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月〜金曜日：午後８時〜10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください。（☎㉓９９１０）

お

知

ら

せ

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

　 市 民 健 康 相 談　

募

集

１　生鮮食品の購入は、買い物の最後にしましょう。
２　冷蔵庫や冷凍庫の詰め過ぎに注意しましょう。
３　こまめに手を洗いましょう。
４　十分に加熱しましょう。
５　温かい料理は常に温かく、冷やして食べる料理

は常に冷やしておきましょう。
６　時間が経ち過ぎたら思い切って捨てましょう。

食中毒予防６つのポイント
子どもの急な病気に困ったら、
まず電話を。医師や看護師が相
談に応じます。
▷利用時間　午後７時〜翌朝８

時（毎日）
※ 利用時間が延長になりました

※インターネットも利用でき
ます。

　http://kodomo-qq.jp/

小児救急電話相談
☎  ♯８０００

（０９５２ -２４ -２２００）

　− 胃内視鏡（胃カメラ）検診 ー

● 対　象　平成 30 年３月 31 日現在、

50・52・54・56・58 歳

● 料　金　5,000 円

※ 生活保護世帯に属する人は無料

● 定　員　50 人

● 受診期間　６月１日（木）〜平成 30 年

３月 31 日（土）

● 申込方法　健康づくり課へ申し込んでください

● 実施医療機関　岡村医院（蓮池町）、たなか内科クリニック（新天町）、

小島病院（黒川町）、小副川医院（二里町）、山元記念病院（二里町）、

伊万里松浦病院（山代町）、西田病院（山代町）、伊万里有田共立病院

（有田町）、石井内科（有田町）

● 注意点　今年度に市の胃がん検診（バリウム）は受診できません。内

視鏡（胃カメラ）検診は２年に１度の検診となるため、来年度の胃が

ん検診（バリウム）を受ける必要はありません。
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暮らしのチャンネル

７月の市民相談７月の行事

業者が個人宅を訪問し、市役所から依頼を受けているような言い回しで、

排水管の点検・清掃をすすめるという事例が増えています。そのような

業務を市役所が業者に委託することはありません。最初は無料の点検と

言われても、高額な工事などを契約させられるケースもあります。点検

や清掃をすすめられても、必要が無ければきっぱりと断りましょう。
● 問合先
▷排水設備の清掃に関すること　下水道課業務係（☎㉓２３９５）
▷契約に関すること　市消費生活センター（☎㉓２１３６）

下水・排水設備の『点検商法』にご注意ください

● 防災講演会

　９日（日）午後２時開演 

（☎㉓２１３０）

● カラオケ発表会

　23 日（日）午前９時 30 分開演 

（☎ 090-7392-8928）
● 佐賀県身体障害者福祉大会

　30 日（日）午前 10 時開会

（☎㉘１０２５）

● 図書館☆
ほし

まつり

　〜 22 才、つながり広がる読書の輪〜

　８日（土）、９日（日）

　午前 10 時〜午後４時

　※ 販売は９日の午後３時 30 分まで

● 子ども上映会〔のぼりがまのおへや〕

　16 日（日）午後２時 30 分

　『あらしのよるに　ひみつのともだち』

（50 分）

● フォトクラブ　カメラート写真展

〔展示コーナー〕

　15 日（土）〜 23 日（日）

● 伊万里菜の花の会図画展〔展示コーナー〕

　30 日（日）〜８月６日（日）

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

市民センター ☎㉒３９１１

相談窓口名 開設日 時　間 場　所 問合先

法律相談
※ 要予約

第２・４水曜日
（12 日・26 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談室 情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※ 要予約

第１木曜日
（６日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※ 要予約

第３木曜日
（20 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（４日・18 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 月〜金曜日
※ 祝日は除く

午前10時〜
午後４時

※ 正午〜午後
１時を除く

行政相談 第３金曜日
（21 日）

午前９時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（13 日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※ 要予約

第２金・第４日
曜日

（14 日・23 日）

午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※ 要予約 金曜日 午前９時30分〜

午後３時 30分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（27 日）

午前10時〜
午後３時 面接室

福祉課社会
福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日

※ 祝日は除く
午前９時〜
午後３時 30分

福祉課社会
福祉係

女性相談
※ 面談は要予約

月・水・金曜日
※ 祝日は除く

午前 ９ 時〜
午後４時

相談電話番号 
㉒６７６３

72

冷蔵庫の設定温度は適切に
ふだんあまり気にしない冷蔵庫の温度ですが、室温を控えめに設定する
と消費電力量が少なくなります。もし、周囲温度 22℃で、設定温度を

『強』から『中』にした場合、年間で電気 61.72kWh（約 1,360 円）、
二酸化炭素 30.1kg の削減になります。ただし、食品の傷みには注
意してください。

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

■ 参考 : 資源エネルギー庁のホームページ
　 　　　http://www.enecho.meti.go.jp/

お

知

ら

せ

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集
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平成 29 年 6 月１日現在
● 人口　55,822 人　 （−   13）
　　男　26,865 人　 （−   16）
　　女　28,957 人　 （＋     3）
● 世帯　23,171 世帯（＋     5）

（　）は前月比

人の動き

編  

集  

室  

か  

ら
この冊子は、１部当たり約 38 円で作
成しています（人件費など間接経費は
含まれていません）。また、企業広告に
よる掲載料は、広報伊万里の作成費の
貴重な財源となっています。

　
今
年
は
中
国
大
連
市
と
の
友
好
交
流

30
年
の
節
目
の
年
。
幸
運
な
こ
と
に
私

も
市
民
訪
問
団
の
随
行
取
材
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
両
市
の
友
好
交
流
の
歴
史

の
重
み
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
私
が
小
学
生
の
頃
、
運
動
会
の

際
に
全
校
児
童
で
太
極
拳
を
練
習
し
披

露
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
今

回
の
交
流
行
事
で
伊
万
里
市
武
術
太
極

拳
連
盟
の
団
員
が
披
露
さ
れ
た
演
舞
と

同
じ
も
の
で
、
曲
や
所
作
も
何
と
な
く

覚
え
て
お
り
、
と
て
も
懐
か
し
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
些
細
な
こ
と
で
す
が
こ

れ
も
大
連
と
の
友
好
交
流
の
足
跡
の
一

片
で
あ
り
、
そ
れ
が
自
分
の
中
に
刻
ま

れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
青
少
年
交
流
な
ど
が
積
極
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
参
加
し
た
今
の
子

ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
思

い
返
し
、
中
国
や
大
連
を
身
近
に
感
じ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。（
祐
）

第 49 回伊万里市スポーツ少年団交流大会が６月 11
日、南波多小学校体育館でありました。この日は、市
スポーツ少年団に登録している野球や陸上、武道な
どの少年クラブ６団体（８チーム）が参加。ボール
運びや新聞紙リレーなど９種類のニュースポーツに
挑戦し、楽しく交流しました（成績は次のとおり）。
■総合成績
▷優　勝　　伊万里リバーサイドランナーズクラブＢ
▷準優勝　　伊万里リバーサイドランナーズクラブＡ
▷三　位　　東山代少年野球クラブＡ

スポーツ少年団交流大会 

↑木は木こりから、りすはハンターから逃げます

【指キャッチ】

【ロープジャンプ】

【新聞紙リレー】

指示をよく聞いて間違えないように

漁師につかまらないように走れ走れ【言うこと一緒、やること一緒】

【さかなとり】

【木とりす】

↑右手と左手が違う動作で混乱します

【ボール運び】

反り返って後ろの人へ

足の間から前の人へ

手やあごを使ってはいけません

【関所破り】
じゃんけんに負けたら全員で一周

何回回ればいいのかなあ

【宅配便】

↑早く走れてもボールを置くのが難しい

心を一つにジャンプ
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